


2025.03.17 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号

工事名

赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の

エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事
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計画概要・付近見取図
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断面詳細図　本館（3）

断面詳細図　別館（1）

A7-01

A7-02

A8-01

部分詳細図（1）

部分詳細図（2）

サインキープラン

A2-02

A2-03

A2-04

A2-05

A2-06

A2-07

A2-08

A2-09

A4-03

A4-04

A7-03 部分詳細図（3）

A7-04 部分詳細図（4）

内部仕上表（2）

A8-02

内部仕上表（3）

A2-10

A4-01

A4-02

サイン詳細図

配置図兼屋根伏図

断面詳細図　別館（2）

断面詳細図　別館（3）

A4-05

A4-06

縮尺図面名称 縮尺図面名称 縮尺図面名称 縮尺

意匠図

A1-10

求積図・面積表

仮設計画図

立面図(1)

立面図(2)

断面図

NS

NS

1/400

NS

NS

NS

NS

1/700

1/200

1/200

1/200

1/400

図示

図示

図示

図示

1/300

NS

1/60

1/60

1/60

1/60

1/60

1/60

1/500
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A7-06 部分詳細図（6） 図示

A9-01 断熱範囲図
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1/400A9-02

1/400A9-03

防水範囲図
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2025.03.17 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号

工事名

赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の

エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事

カルデラ公園

赤井川村立
赤井川中学校

赤井川村
健康支援センター

赤井川村
生活改善センター

北後志消防点検
赤井川支署

余市警察署
赤井川駐在所

赤井川村立
赤井川小学校

V

計画敷地
（赤井川村役場）

計画敷地(赤井川村役場)

北海道余市郡赤井川村字赤井川74番2村道中央池田線(幅員8m)

計画概要・付近見取図 A1-02A1:1/2000
A3:1/4000

最高の高さ赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する設計等事
業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等のエネルギー構造高度化シス
テム 詳細設計業務』

北海道余市郡赤井川村字赤井川74番地2

指定なし

指定なし

改修・増築

17.39%(指定なし)

28.14%(指定なし)

工事名称

建築主

計画地

主要用途

工事種別

用途地域

建蔽率

容積率

防火地域

構　造

6.833.61㎡

着工

竣工

敷地面積

建築面積

本館:RC造　別館:木造　風除室:S造

1,188.26㎡(本館 696.98㎡　別館 255.00㎡ 　風除室87.13㎡　連絡通路17.93㎡　車庫131.22㎡)

駐車台数

軒高さ

備考

付近見取図

設計概要

2025年9月1日予定

赤井川村長　馬場 希

事務所

指定なし地域・地区

日影規制 4時間/2.5時間(H=4m)

斜線制限 隣地斜線(20m+1.25x)、道路斜線(1.25x)

2026年12月31日予定

駐輪台数

道路

2,134.43㎡延床面積

棟

本館
1階

階数 床面積 主要用途

696.98㎡ 事務所(08470)

2階 696.98㎡

容積率対象床面積

計 = 1,459.84㎡

事務所(08470)251.40㎡1階

2階

計 = 461.40㎡

210.00㎡

別館

N

PH1階 32.94㎡

PH2階 32.94㎡

40台（内車椅子対応2台）

原動機付自転車2台+自転車3台

本館:12.10m　別館:9.295m

本館:11.35m　別館:6.49m

北側:村道中央池田線(幅員8m)

1,922.35㎡ その他 計 = 131.22㎡

連絡通路 計 = 17.93㎡

風除室 計 = 64.04㎡

自動車車庫(08490)

事務所(08470)

自動車車庫(08490)

延床面積内訳



1．工事場所

2．構造・規模

Ⅰ　建物概要

章 項　　目 特　　記　　事　　項

適用基準等

工事実績情報の登録 ※適用する

請負者は、受注時又は変更時に於いて工事請負代金額が500万円以上の工事について、コリンズ

基づき、受注・変更・完成・訂正時に工事実績情報として「工事実績データ」を作成し、監督員

の確認を受けたうえ、受注時は契約後、土曜日、日曜日、祝日等を除き10日以内に、完成時は

工事完成後10日以内に、適宜登録しなければならない。尚、変更登録は、工期又は技術者に

に変更が生じた場合に行うものとし、工事請負代金のみの変更の場合は、原則として登録を

必要としない。

※各専門工事着手にあたっては、施工計画書（施工図含む）を提出し、承認後着手すること。施工計画書

電気保安技術者

　工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、

　・要　　　・不要

　電気工作物の保安の業務を行うものとする。

施工条件明示項目 　・施工時間等の制約　　　　　　　・休日施工のみ

　　　　　　　　　　　　　　　　　・施工時間( 8：30　　～　18：00　)

　・施工順序の制約　　　　　　　　・図示　

　・工事用車両の駐車場所　　　　　※場内　・図示

　・資機材置場　　　　　　　　　　※場内　・図示

　・建設発生土仮置場　　　　　　　※場内　・図示

発生材の処理等 処理に先立ち、「建設副産物処理計画書」を作成提出し、監督員の承諾を得ること。

・　　解体材の処分は、産業廃棄物に関する法律等関係法令を遵守し、請負業者の責任

　　　において、場外処分とすること。

　　　産業廃棄物処理契約書（写）、処理業許可書（写）、運搬経路図、処理証明書又

　　　はマニフェスト等を提出すること。

　　（産業廃棄物処理契約書は、事前に提出すること。）

　※廃石膏ボードについては、石綿含有として法令上、適切に処分すること。

　　（請負者側の調査等により石綿含有でないこが確認された場合はこの限りではない。）

　　参考処分地

　　　・　

　　　・　

本工事に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、

ＪＩＳ及びＪＡＳマークの表示のない材料及びその製造者等は、次の（１）～（６）の事項

を満たすものとする。

　（1）品質及び性能に関する試験データが整備されていること

　（2）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

　（3）安定的な供給が可能であること

　（4）法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること

　（5）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

　（6）販売、保守等の営業体制が整えられていること

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証

明となる資料又は外部機関（（社）公共建築協会　他）が発行する資料等の写しを監督員に

提出して承諾を受けるものとする。ただし、あらかじめ監督員の承諾を受けた場合はこの

限りではない。

　また、設計図書に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同

等品を使用する場合は、監督員の承諾を受ける。

建築材料等

　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有

するものとし、次の１）から５）を満たすものとする。

　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティ

　　　クルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアル

　　　デヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散しないか、放散が極

　　　めて少ないものとする。

　３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない

　　　難揮発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼ

　　　ンを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、放

　　　散が極めて少ないものとする。

　５）１）、３）及び４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の

　　　什器等は、ホルムアルデヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

　　規制対象外

　　　①ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆規格品

　　　②建築基準法施行令第20条の5第4項による国土交通大臣認定品

化学物質を放散する

建築材料等

　　　③下記表示のあるJAS規格品

　　　　　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　　　　　ｂ．接着剤等不使用

　　　　　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

　　　　　ｄ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　　　　　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用

　　　　　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

特別な材料の工法

次のものを監督員に提出する。ただし、原板は撮影業者の保管とする。完成写真

・カラー　（キャビネ版）

・電子データ　（500万画素以上）

　竣工写真は建物写真60枚程度、ドローン撮影10枚程度とし、指定の建築写真専門家の撮影とする。

一 
般 
共 
通 
事 
項

１
・営繕工事写真撮影要領（令和5年版）工事写真の撮り方（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

・建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課監修　令和4年版）

（１）工事の施工に必要な手続きは、すべて請負業者にて行い、その費用はすべて請負業者の負担とする。

4. 工事範囲

Ⅱ　建築工事仕様
 　　「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（令和4年版）」（以下、「改修標仕」という。）による。

（1.1.4）

（1.2.2）

（1.3.3）

（1.3.5）

（1.3.12）

改修標仕及び標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。

化学物質の濃度測定 施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン、

パラジクロロベンゼンの濃度測定し、報告すること。

測定はパッシブ型採取機器により行う。

測定箇所数　　・図示　　※　ヶ所×　　＝　　ヶ所（各1測定とし、工事着手前、完了後それぞれ行う）

採取サンプル数　　・図示　　　　　・　

　建物引渡しについて、ホルムアルデヒド及びＶＯＣの数値が文部科学省制定の「学校環境衛生の基準」

　第１章定期環境衛生検査「教室等の空気」5.判定基準に準拠し、(2)ホルムアルデヒド及び、揮発性有

　機化合物(ｱ)～(ｶ)であることを確認後、引渡しできるものとする。

　検査測定等は専門業者へ委託すること。

　※ ２４時間測定　　　・ ８時間測定

工事完了時の測定　※行う　→　（　該当箇所明記　）

　撮影箇所は、係員の指示による。

設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。設備工事との取合い

設計ＧＬ ※図示　　　・設計ＧＬ＝現状ＧＬ

工事写真

施工中の環境保全等 敷地境界線上に、JIS及びIEC規格に適合し、メモリーカードに対応した普通騒音計を設置し、騒音を伴う

工事期間中の騒音を測定すること。また、測定データの編集等は専用プログラムを使用すること。

測定箇所　　・図示

地域材の優先使用

改修標仕（1.9.1～1.9.3）完成図等 ※作成する　　　・作成しない

　※完成図(製本)　　　提出部数　　A1版　※1部　　・　　部

　　　　　　　　　　　　　　　　　A3版　※3部　　・　　部

　※CADﾃﾞｰﾀ（完成図） 提出部数　　CD-R若しくはDVD-R　※2枚　・　

　尚、施工図等の著作権に係る当該建築物に限る使用権は、発注者に帰属するものとする。

　※施工図　　　　　　提出部数　　A3版　※1部　　・　　部

10

11

12

13

14

15

16

17

１

２

３

４

５

６

７

８

９

北海道余市郡赤井川村字赤井川74-2

本体工事一式

建築工事、電気設備工事、機械設備工事、外構工事

「３．工事種目」のうち建築工事における工事範囲は下記表のとおりとする。

　設備工事における工事範囲は、電気設備及び機械設備の特記仕様書を参照のこと。

本館（既設:RC造地上２階建1,448.51㎡）　

6.工事区分表 各工事間の工事区分は以下の表による。

１．共通仕様

２．特記仕様

（1）項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。

（2）特記事項は、　 印の付いたものを適用する。

 　　　　印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　　 印と　　印の付いた場合は、共に適用する。

・

※・
・

３．ｺｽﾄ表記に関する工事表示板の設置

（1）工事期間中、ｺｽﾄ表記に関する工事表示板を、現場の門等人目に付きやすい箇所に配置すること。

（2）工事表示板の大きさは、A3ｻｲｽﾞとし、実際の現場着手から完成までの間、設置すること。

（3）工事表示板を設置したことが確認出来る様に写真を撮影し、監督員に提出すること。

（4）工事表示板の様式は下記のとおりとする。

契約金額・

工事期間・

工事名称・

元請業者名

※工事期間：契約工期である着手日～完成日を記入すること。（表示期間の着手日～完成日と異なってもよい。）

※工期を変更した場合は修正すること。

４．設計変更

　設計変更については、市単価にて行い、落札率を乗じて工事請負金額を算出するものとする。

５．建設工事保険等

　請負者は工事目的物及び工事材料について、建設工事保険等（火災及び第三者に対する損害等含む）に加入すること。

　工事期間中、請負者の責任において労災保険に加入すること。また、建設業退職金共済制度については、その制度を

　遵守し、該当する労働者を雇用する場合は、請負者の責任において加入すること。

６．発生材の処理等（産業廃棄物）

　建設副産物・建設発生材・撤去材は全て場外に搬出し、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、建設工事に係る資材の

　再資源化等に関する法律、その他関連法令等を遵守し適切に処理する事｡

　産業廃棄物については、廃棄物管理表（マニフェスト）により、適切に処理されていることを確認し監督員に提出・報告

　を行うこと。

　再資源化を図るものは、アスファルト・コンクリート塊とする。

　なお、上記の産業廃棄物の処理については、廃棄物再生事業者で行うこと。

８．工事工期

　契約締結日から　令和　8年　12月　31日　とする。

９．委託監督員補助の配置

　本工事における、請負業者の作成する電気・機械設備の各仕様書・施工要領・施工図等について、設計図書等による確認、

　判断をはじめとする工事監理が行える工事監理経験の豊富な電気・機械設備技術者を委託監督員の元に配置し、委託監督

　員等の補助を行うものとする。

１０．工事検査等

　工場検査については、監督員が指示する工程とする。

１１． 一般事項

（１）工事の施工に必要な手続きは、すべて請負業者にて行い、その費用はすべて請負業者の負担とする。

（1）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房営繕部監修の「公共建築改修工事標準仕様書（建

 　　築工事編）（令和4年版）」（以下、「改修標仕」という。）により、改修標仕に記載されていない事項は、「公共建築工事

１２． 施工条件

　現場の納まり等による変更については、原則として請負金額の変更は行わないものとする。

（3）特記事項に記載の（　　　　　）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

1.建築

土木、地業

躯体

外部仕上げ

内部仕上げ

建築 
工事

電気 
設備

機械 
設備

外構 
工事

別途 
工事

仮設

造作家具

サイン

カーテンレール

電灯設備

既存建物解体

　(1)一般照明設備

　(2)誘導灯設備

動力設備

構内情報通信網設備(LAN)

　配管工事

　配線工事

　サーバー・HUB

　PC機器一式

構内交換設備（電話設備）

　配管工事

　配線工事

　電話交換機

　電話機

誘導支援設備

　(1)インターホン設備

2.電気設備

　(2)トイレ呼出設備

テレビ共同受信設備（CATV機器別途）

機械警備設備

　配管工事

　配線工事

　センサ、制御装置等

自動火災報知設備

空調設備工事

　空調機器設備工事

　配管ダクト設備工事

3.機械設備

換気設備工事

衛生設備工事

　衛生器具設備工事

　給水設備工事

　排水設備工事

　給湯設備工事

　ガス設備工事

舗装

桝・側溝等

門

4.外構設備

盛土

無線LAN設備、電話機、機械警備設備、家具什器備品工事（置き家具）

下記の工事は別途工事とする。

-
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・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

カーテン ・ ・ ・ ・ ・

撤去工事 ・ ・ ・ ・ ・

1.一般事項

本設受電後引渡しまでの電気使用料金

本市監督員事務所

警備保険会社の警備員

電気、機械の基礎（建築物と接して一体の物）

建築 
工事

電気 
設備

機械 
設備

外構 
工事

別途 
工事

本設水道、下水、ガスの引渡しまでの使用料金

同上アンカーボルト、箱入れ、埋込み

電気、機械の基礎（単独設置物）

同上アンカーボルト、箱入れ、埋込み

基礎立上り（RC）の貫通スリーブ（鉄筋コンクリート部分）

同上貫通補強

壁・床の貫通スリーブ、箱入れ

同上貫通補強

はり、壁、床の貫通部穴埋め、躯体改修

二重スラブ内地中ばり遮通管及び通気管、水抜き管

同上スリーブ及び開口補強

天井付き各種設備器具穴あけ、取付け枠、補強

同上墨出し

壁付き換気扇

同上取付け管通孔、取付け枠

天井扇等の本体取付け

同上孔あけ、補強

同上墨出し

外部取付けのガラリ

外部取付けの換気ベントキャップ

2.機械基礎

3.駆体貫通

4.その他の貫通

5.ガラリ・点検口等

点検口（床、天井、各PS）

マンホール

キッチン

同上給排水、ガス等の接続

同上フード

同上フードの配管・接続工事

同上の配管バック取付け工事（配管用孔あけ共）

6.厨房・浴室・湯沸 
　洗面・便所

同上水栓

IHコンロ・ガスコンロ

電気温水器

建築 
工事

電気 
設備

機械 
設備

外構 
工事

別途 
工事

手洗い

同上給排水の接続

同上の配管バック取付け工事（配管用孔あけ共）

同上水栓（既存）

多機能トイレパック

オストメイト

便器

手すり

紙巻き機

ベビーチェア

荷物フック

化粧鏡

洗面器・水栓

外部手洗い、足洗い場

同上水栓及び排水工事

消火器(BOX共_全て再取り付け)7.防災機材

煙感知器

同上接続工事

給湯機取付け用壁内補強

エアコンの屋内屋外渡り制御線及び操作回路電気工事

同上１次側電気工事（電源接続共）

同上リモコンスイッチ

ルームエアコン室内機取付け用補強

上記以外の機器類の１次側配管配線

上記以外の制御盤、２次側配管配線

8.制御機器

給湯機リモコンスイッチの配管配線

カーテン

カーテンレール

設備機器表示

案内板

その他サイン

雨水排水溝、会所、蓋（下水合流方式地域の場合）

汚水排水工事、会所、蓋

下水本管への接続

9.仕上げユニット等

10.外構

電力・電話引込みマンホール

植樹・盛土

上水引込み工事

給水加入金

排水槽

同上用水ポンプ及び配管工事、操作用制御盤

同上電気供給配管配線工事

11.その他

同上スラブ

防災無線本体及び取付調整

同上配線

同上配管

12.関連工事
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既存撤去工事

風除室　（増築:S造　地上平屋建64.04㎡）　，連絡通路　（増築:RC造　地上平屋建17.31㎡）

3．工事種目

既存壁貫通

 　　標準仕様書（令和4年版）（「以下標仕」という。）または、「建築物解体工事共通仕様書（令和4年版）」同解説による。

※総合施工計画書に提出予定の各種施工計画書リストを添付すること。

 　　木工事に関しては「公共建築木造工事標準仕様書（令和4年版）（「以下木標仕」という。）による。

本工事は受注者希望方式による週休2日の取得を行うものである。工事着手前に月単位の週休2日の取組みについて協議を行う。

月単位の4週8休に満たないもの及び工事着手前に月単位の週休2日の取り組むことについて協議が整わなかったものは通期の週休2日の

補正係数に変更し、請負代金額を変更するものとする。通期の4週8休に満たないものについては、通期の週休2日の補正係数も除した

変更を行うものとする。

別館　（増築:木造　地上2階建488.40㎡）　，別館　（除却:RC造　地上平屋建123.12㎡）

車庫　（既設:S造　地上平屋建163.62㎡）

発電設備 ・ ・ ・ ・ ・

拡声設備

　配管工事

　配線工事・機器

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

議場用音響設備

太陽光発電設備

　基礎・架台設置工事

　機器据付工事

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

　電気工事 ・ ・ ・ ・ ・

地中熱利用設備工事 ・ ・ ・ ・ ・

4.その他の貫通

融雪設備

屋外施設撤去工事

　既設スロープ撤去工事

　既存別館撤去工事

　既存車庫撤去工事

　既存車回し部舗装撤去工事

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・

７．石綿含有建材の事前調査

　あらかじめ関係法令に基づき、次により、石綿含有建材の事前調査を行う。

　ｱ．　調査範囲に係る既存の設計図書の貸与をする。

　ｲ．　調査は既存の設計図書、赤面含有建材の調査報告書等の書面調査及び現地での目視調査に
　　　より確認し、調査結果を取りまとめ、監督員に提出するとともに、その写しを工事現場に備
　　　え置く。また、関係法令等に基づき、官公署へ報告を行う。
　　　　なお、分析調査を行う場合は「建材中の赤面含有率の分析方法について」（平成18年8月21日
　　　基発第0821002号、最終改定　令和3年12月22日　基発1222第17号）に基づき、定性分析又は定
　　　量分析を行うこととする。

　ｳ．　調査結果を工事監督員に報告する。

（２）関係法令に基づく調査及び記録の保存は、請負業者の責任において行うものとする。

（３）工事に関しての苦情やトラブルについては、原則、請負業者の責任において行うものとする。

（４）下請負契約がある場合は、施行体制台帳及び施行体系図を提出すること。

（５）改正健康増進法に伴う、受動喫煙防止の対策を必要に応じて講ずること。

　その他、監督員の指示により作成すること。

工程写真及び完成写真は、北海道建設部建築局営繕工事記録写真撮影要領による。

本工事でデジタル工事写真の小黒板情報電子化を行う場合は、工事契約後、工事監督員の承諾を得

たうえでデジタル工事写真の小黒板情報電子化対象工事とすることができる。この場合は、営繕工

事記録写真撮影要領別添「デジタル工事写真の小黒板情報電子化について」によるものとする。

本工事に使用する木材または木材を原料とする資材を使用する場合は、地域材を優先的に使用する

こととし、使用した材料の種別、産地等を工事監督員に報告すること。

　地域材とは、道内の森林で産出され、道内で加工された木材をいう。

2025.03.17 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 工事名 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計
赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の
エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号2025.03.17 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 工事名 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計
赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の
エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号 特記仕様書（1） A1-03-



2025.03.17 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 工事名 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計
赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の
エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号2025.03.17 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 工事名 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計
赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の
エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号

鋼杭地業 鋼杭の材料

・Ｈ形鋼杭
・鋼管杭 ・ＳＫＫ４００　・ＳＫＫ４９０

・ＳＨＫ４００　・ＳＨＫ４９０Ｍ
JIS A 5525
JIS A 5526

規格名称 種類の記号 寸法 規格番号

杭頭処理　※ 切断しない　・　 （4.3.7）

・打込み工法
　設計支持力　※ 図示
　施工方法　　・打撃工法　・　

　杭の水平方向の位置ずれ精度　※ 図示
　杭の傾斜　※ １/１００以内　・　

　打込杭の推定支持力の算定方法　※ 図示　・　

・特殊埋込杭工法
　工法　・プレボーリングによる球根拡大埋込み工法
　　　　・中掘りによる球根拡大埋込み工法
　　　　・中掘りによる埋込み工法
　　　　・地盤改良と併用した埋込み工法
　　　　・回転圧入による埋込み工法
　杭の水平方向の位置ずれ精度　※ 図示
　支持地盤の位置及び種類　※ 図示　・　
　杭の傾斜　※ １/１００以内　・　

２ 仮囲い等 仮囲い　種別　・万能鋼板（・高さ３ｍ　・高さ２ｍ）　・ガードフェンス（・高さ１.８ｍ）
　　　　設置場所　・図示　・　

　　　　設置場所　・図示　・　
　　　　　　　・パネルゲート（高さ２ｍ、幅３.６ｍ）　・クロスゲート（高さ　ｍ、幅　　ｍ）
ゲート　種別　・シートゲート（※ 高さ　　ｍ　・幅　　ｍ　※ 幅　　ｍ）
　　　　仮囲いへのシート張り　・行う（・養生シート　・防音シート)　・行わない

足場その他

　防護シートの種別　・ 防音ｼｰﾄ　・ 防音ﾊﾟﾈﾙ　・ ﾒｯｼｭｼｰﾄ張り　・ その他（養生金網枠）
　防護シート等による養生　・行う　・行わない

外部足場　　種別　・本足場（・枠組足場　・くさび緊結式足場　・単管足場）
　　　　　　　　　・一側足場（・ブラケット足場　・くさび緊結式足場）

　　　　　　　　　・機械足場（・機械式伸縮足場　・ゴンドラ　・移動昇降式足場）
　　　　　　　　　・その他（・張出し足場　・移動式足場）
　　　　　　設置場所　・図示　・適宜　

　　　　　　　　　・棚足場（・単管足場　・　　　　　　）

　　　　　　作業床幅　・図示・適宜

※外部足場は、「手すり先行工法に関するガイドライン（厚生労働省　平成21年4月)」の
　「手すり先行工法等に関するガイドライン」によるものとする。

躯体足場　　種別　・吊り足場（・吊り枠足場　・吊り棚足場　・適宜）
　　　　　　　　　・機械足場（・機械式伸縮足場　・適宜　　　　　）
　　　　　　設置場所　・足場を必要とする作業場所　・　
　　　　　　作業床幅　・図示　・適宜

内部足場　　種別　・棚足場（・枠組足場　・くさび緊結式足場　・単管足場）
　　　　　　　　　・機械足場（機械式伸縮足場　・　　　　　　）
　　　　　　　　　・その他（・可搬式作業台　・移動式足場　・移動式室内足場)
　　　　　　設置場所　・足場を必要とする作業場所　・図示
　　　　　　作業床幅　・図示　・適宜

・設ける　　・設けない

・５号・４号・３号・２号・１号
面積(㎡)
種　別

10程度 20程度 35程度 65程度 100程度

仕上げ

机、椅子、黒板又はﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ、掛時計、寒暖計、衣類ﾛｯｶｰ、冷暖房機器、ｺﾞﾑ長靴、雨がっぱ、
保護帽、書棚、製図版、懐中電灯、消火器、湯沸器、掃除具、案全帯、請負者加入電話の子機、
携帯電話、FAX、ｺﾋﾟｰ　　※ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ、ﾒｰﾙ送受信が可能な環境とすること。

構内既存の施設　・利用できない　・利用できる（・有償　・無償）

構内既存の施設　・利用できない（関電柱より直接引込のこと）　・利用できる（・有償・無償）

・　延べ　人（都道府県公安委員会の認定を受けている者）・適宜

規模

部位等 仕　上　げ
床

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）休憩室

内壁・天井

屋根
・畳敷き

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・合板張り又はﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ張り

・合板又は石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張り、合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗

・塗装溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板張り、又は鉄板張り、調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗

埋戻し及び盛土 種別　　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種 標仕（3.2.3）（表3.2.1）

建設発生土の処理 ・構外搬出適切処理 標仕（3.2.5）

監督職員事務所の備品

交通整理員

工事用水

工事用電力

・構内指定場所に堆積　　　・図示　・　
・構内指定場所に敷均し　　・建物周囲　・　

山留めの撤去 山留めの存置　・行う　　・行わない 標仕（3.3.3）

監督職員事務所

試験
　　本数　・　
・試験杭

　　寸法　・　

・杭の載荷試験（JGS1811～JGS1816、JGS1831）
　　試験方法　・鉛直載荷試験（・押込み試験・先端載荷試験・引抜試験・鉛直交番載荷試験
　　　　　　　　　　　　　　　・急速載荷試験　・衝撃載荷試験）

　　位置及び本数　※ 図示
　　載荷荷重（　　　　　　　）
・地盤の載荷試験（JGS1521)
　　試験方法　※ 平板載荷試験　・　
　　試験位置　※ 図示　・　
　　載荷荷重（　　　　　　　）

（4.2.2）

（4.2.3）

（4.2.4）

杭地業
既製コンクリート 種類　・ＰＨＣ杭　・ＳＣ杭　・ＰＲＣ杭　・ＲＣ杭　・ＰＣ杭　・　 （4.3.2）

寸法及び継手等
杭先端の形状セット数継手数杭長（ｍ）及び種別杭径(mm)

・打込み工法

　施工方法　　・打撃工法　・プレボーリング併用打撃工法
　　　　　　　　　　　　　プレボーリングによる掘削深さ及び径　※ 図示

・セメントミルク工法
　支持地盤の位置及び種類　※ 図示　・　
　支持地盤への掘削深さ　※ 図示　・　
　支持地盤への根入深さ　※ 図示　・　
　杭の水平方向の位置ずれ精度　※ 図示

　　　　　　　・水平載荷試験（・単サイクル　・多サイクル）

　打込杭の推定支持力の算定方法　※ 図示　・　
　杭の水平方向の位置ずれ精度　※ 図示
　杭の傾斜　※ １/１００以内　・　

　試験後の試験杭　・本杭としない　　※ 本杭とする

　杭の傾斜　※ １/１００以内　・　

　杭の設計支持力　※ 図示

　杭の傾斜　※ １/１００以内　・　
　支持地盤の位置及び種類　※ 図示　・　
　杭の水平方向の位置ずれ精度　※ 図示
　　　　・指定性能評価機関による技術評定を取得し、地盤の条件等が評定の適用範囲内のもの
　　　　・建築基準法施行規則第1条の3第1項の規定に基づく認定工法
　工法　・平成14年1月11日付け国土交通省住宅局建築指導課事務連絡に基づく旧38条認定工法
・特殊埋込杭工法 （4.3.5）

（4.3.4）

（4.3.3）

　　　　　　　　無溶接継手の工法　・　

継手工法　・アーク溶接
　　　　　・無溶接継手

（4.3.6）

　コンクリート

・Ｂ種
・Ａ種 ※高炉セメントＢ種

・　 ※3N/m㎡　・6N/m㎡・　

種別 セメントの種類 設計基準強度 構造体強度補正値(S) 備考

杭頭処理　※ 図示　・　
継手工法　・現場溶接継手　・高力ボルト継手

場所打ちコンクリート
杭地業

材料
　鉄筋の種類　※ 標仕5章鉄筋工事による　・
　鉄筋の加工及び組立　帯筋　・　
　　　　　　　　　　　かごの補強　※ 標仕4.5.3(a)(2)(ⅲ)による　・　
　　　　　　　　　　　最少かぶり厚さ　※ 図示

支持地盤の位置及び種類　※ 図示
工法　・アースドリル工法　・リバース工法　・オールケーシング工法

　杭の水平方向の位置ずれ精度　※ 図示
　孔壁の超音波測定　※ 行わない　・行う
　　　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法　・拡底杭工法

砂利、砂及び捨て
コンクリート地業等

材料　砂利　・再生クラッシャラン　・切込砂利　・切込砕石
　　　砂　　・シルト　・山砂　・川砂　・砕砂
　　　捨てコンクリート　※ 標仕6章14節無筋コンクリートによる　・　

　　　捨てコンクリート　※ ５０ｍｍ　・　
厚さ　砂利及び砂地業　　※ ６０ｍｍ　・　

床下防湿層　適用　※ 行う　・行わない

　　　　　　材料　※ ポリエチレンフィルム（厚さ０.１５ｍｍ以上）　・　

地盤改良 地盤改良工法　※ 図示
　深層混合処理工法における六価クロム溶出試験　※ 行う　・行わない

　　　　　　範囲　※ 図示　・　

（4.6.3）～（4.6.5）

鉄筋 鉄筋の種類

・SD295A
・SD345
・　

種類の記号 呼び名（ｍｍ）
※D16以下　・　
※D19以上　・　

規格

JIS G 3112

溶接金網 溶接金網の形状、寸法等
形状、寸法等（縦×横）　(mm) 規格

JIS G 3112

鉄線の径又は呼び名　(mm)

・　・　
※１００×１００ ※６.０

鉄筋の継手及び定着 継手方法等

その他の鉄筋（　　　　）
柱、梁の主筋 ・ガス圧接　・機械式継手

・重ね継手　・　 ・　
・　

鉄筋の定着長さ　※ 標仕表5.3.4による　・　

鉄筋の継手位置　※ 図示
鉄筋の重ね継手

（先組み工法等の場合のみ）

　柱、梁の主筋の配筋　※ 図示　・　
　耐震壁の鉄筋の配筋　※ 40d以上及び標仕表5.3.2による数値のうち大きい数値以上　・図示
　上記以外　　　　　　※ 標仕表5.3.2による　・　
　柱、梁の主筋の継手　※ 同一箇所に設けない　・同一箇所に設ける

機械式継手及び溶接継ぎ手の場合のあき　※ 図示　・　

各部の配筋の詳細　※ 図示 試験
　※ 荷卸地点　　　　　・ポンプ車筒先
　製造所及びコンクリートの種類が異なるごとに１日１回以上かつ、150ｍ3ごと
　及びその端数につき１回以上とする。
　一回の試験に使用する供試体の数量は材齢に応じ、それぞれ３本とする。

採取方法

採取場所

試験回数

型枠解体用　コンクリート製造者のプラント　工事現場における水中養生
　最初の運搬車及び適切な間隔を空けた運搬車から採取する。

試 
験 
期 
間

　公的試験所

91日用 　公的試験所
　それぞれの強度試験用供試体作成時

　工事現場における封緘養生
　公的試験所

　JIS A 1132による水中養生(調合管理強度用)
　工事現場における水中養生(構造体ｺﾝｸﾘｰﾄ強度用)

28日用

ｽﾗﾝﾌﾟ･空気量・温度

※強度試験、スランプ試験、空気量試験、温度試験、塩化物量試験

（財）国土開発技術研究センターの技術評価を受けた測定器による塩化物量

単位容積質量　※ 行わない　・行う（・普通コンクリート　・軽量コンクリート）

単位水量試験　※ 行う　・行わない
　　　　　　　　試験方法　※ 高周波加熱乾燥法 ・減圧式加熱乾燥法 ・乾燥炉法 ・静電容量法
　　　　　　　　　　　　　・連続式ラジオアイソトープ法　・水濃度測定法　・塩分濃度差法
　　　　　　　　　　　　　・エアメーター法　・水中質量法
　　　　　　　　適用部位　※ 構造体コンクリート打設部位　・　

寒中コンクリート 寒中コンクリートの適用期間　（1月11日から2月10日）

暑中コンクリート 暑中コンクリートの適用期間　（7月14日から9月5日）

構造体強度補正値(S)の補正　※ 行わない　・６N/mm2

混和材料 　・ AE減水剤遅延型Ⅰ 種　　　・ 高性能AE減水剤遅延型Ⅰ 種

無筋コンクリート
種　類

※普通コンクリート

設計基準強度（FC）

※18　・　
（Ｎ/mm2)

使用箇所　・間知石積基礎及び裏込めコンクリート
　　　　　・捨てコンクリート
　　　　　・機械室等配管埋設用コンクリート
　　　　　・防水層保護コンクリート

粗骨材の最大寸法

※25

スランプ
（cm）

※18　・　

※発注はＪＩＳ表示許可を受けており、かつ、 適　マークがあるレディミクスト
　コンクリート製造工場とし、監督員の承認を受けること。　　　工場の選定

コンクリート製造

鉄骨製作工場 製作工場の加工能力

　（株）日本鉄骨評価センター又は（社）全国鐵構工業協会の「鉄骨製作工場の性能評価基準」
　に定める「（Ｍ）グレード」として国土交通大臣から認定を受けた工場

※建築基準法第77条の45第1項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた

・監督職員の承諾する製作工場

デッキプレート
構法の種類

・デッキプレート単独の構法
・合成スラブ構法
・床型枠用抗生デッキプレート
・　

レール 天井クレーン走行用等レール
　形状　※ 図示　・　
　寸法　※ 図示　・　

　　　　　　　　　　　　　　　　
溶接接合 溶接技能者の技量付加試験　※ 行わない　・行う

開先の形状　※ 図示　・　

エンドタブの切除　※ 見掛り部分　・見隠れ部分　・切除しない（※ 代替タブ使用・　　　　　）
スカラップの形状　※ 図示　・　

エンドタブの種類　※ 代替タブ　・鋼製タブ

溶接部の試験 完全溶け込み溶接部の超音波探傷試験　※ 行う　・行わない
　工場溶接の場合

　　検査水準　※ 第6水準　・　
　　ＡＯＱＬ　※ 4.0％　・2.5％

ターンバックル

建築用ターンバックルボルト　種類　※ 羽子板ボルト　・　
建築用ターンバックル胴　種類　※ 割枠式　・　
ねじの呼び　※ 図示　・　

材質 形状 寸法 接合方法

※図示
※図示
※図示

※図示
※図示
※図示
※図示

※図示

施工管理技術者 ※適用する　・適用しない

仮組　※ 行わない　・行う

鋼材 鋼材の材質、形状、寸法、適用箇所　※ 図示

　　　セットの種類　※ F8T相当　・　
　　　摩擦面の処理　・ブラスト処理（表面粗度50µmRZ以上）
　　　　　　　　　　・リン酸塩処理

　高力ボルト径　※ 図示　・　

普通ボルト 普通ボルト径　※ 図示　・　

アンカーボルト

構造用アンカーフレームの形状及び寸法　※ 図示　・　
建方用アンカーボルトの保持及び埋め込み種類　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

アンカーボルト及びナットのねじ　※ 標仕表7.2.3　・　

縁端距離、間隔、ゲージ　※ 図示　・　

縁端距離、間隔、ゲージ　※ 図示　・　

縁端距離、間隔、ゲージ　※ 図示　・　

高力ボルト ※高力ボルト
　※ トルシア型高力ボルト
　　　セットの種類　※ S10T　・　

　　　セットの種類　※ F10T　・　
　・JIS形高力ボルト
　　　すべり係数試験　・行う（試験方法　・　　　　　）　※ 行わない

　　　すべり係数試験　・行う（試験方法　・　　　　　）　※ 行わない
　　　ボルト長さがネジの呼びの5倍を超える場合の回転量　・　

柱底モルタル　工法　※ Ａ種　・Ｂ種
　　　　　　　厚さ　※ 図示　・　
　　　　　　　種別　※ 無収縮モルタル　・　

錆止め塗装 塗料の種別

　溶融亜鉛鍍金鋼面　屋外　※ 標仕18.3.2表18.3.2Ａ種　・標仕18.3.2表18.3.2Ｂ種
　　　　　屋内　・標仕18.3.2表18.3.1Ａ種　・標仕18.3.2表18.3.1Ｂ種
　鉄鋼面　屋外　※ 標仕18.3.2表18.3.1Ａ種　・　

　　　　　　　　　　屋内　※ 標仕18.3.2表18.3.2Ａ種　・標仕18.3.2表18.3.2Ｂ種
　　　　　　　　　　　　　・標仕18.3.2表18.3.2Ｃ種
鉄骨鉄筋コンクリート造の構成スリーブの内面（鉄骨に溶接されたものに限る）
　※ 標仕18.3.2表18.3.1Ａ種　・　
耐火被覆材の接着する面の塗装
　・行う（※ JIS K 5625　　・　　　　　　）
　※ 行わない

耐火被覆材

　・耐火材
　　吹付け

　・ラス張りモルタル塗り
　・乾式吹付けロックウール
　・半乾式吹付けロックウール
　・湿式ロックウール

種　　別 所要性能及び適用構造部位

　・

　・耐火板張り
　・耐火材巻付け

軽量形鋼構造 ボルトの接合方法　※ 図示　・　

仮 
設 
工 
事

鉄 
骨 
工 
事

３

４

５

鉄 
筋 
工 
事

土 
工 
事

地 
業 
工 
事

７

（4.4.5）
（4.4.6）

（4.4.3）

（4.4.4）

（4.5.3）

（4.5.4）
（4.5.5）

（5.2.1）

（5.2.2）

（5.3.4）

（5.3.5）

（5.3.7）各部配筋

圧接試験 ※超音波探傷試験　　・引張試験

機械式継手 
及び溶接継手

打継ぎ 打継ぎ目地　※ 設ける　・設けない
　　目地寸法　※ 図示　・　

型枠 打放し仕上げ部打増し厚さ　外部　・２０ｍｍ　・　
　　　　　　　　　　　　 内部　・１０ｍｍ　・２０ｍｍ　・
ひび割れ誘発目地　位置　※ 図示　・　
　　　　　　　　　形状　※ 図示　・　
　　　　　　　　　寸法　※ 図示　・　
せき板　材料　※ JAS「コンクリート型枠用合板の規格」B-C
　　　　　　　・JAS「コンクリート型枠用合板の規格」表面加工品
　　　　　　　・断熱材兼用型枠材
MCR工法用シート　※ 設置しない
　　　　　　　　・設置する（・一般タイプ　・両端フラットタイプ　・接着剤付きタイプ）
スリーブ　材料　・紙チューブ　・鋼管　・硬質ポリ塩化ビニル管　・溶融亜鉛鍍金鋼板
　　　　　　　　・つば付き鋼管
　　　　　部位　※ 図示　・　

　　　　　　工法　※ 図示　・　
　　　　　　品質確認方法　※ 図示　・　
　　　　　　修正方法　※ 図示　・　
溶接継手　　工法　※ 図示　・　

機械式継手　種類　※ 図示　・　

レディーミクストコンクリートの類別

コンクリートの種類
及び強度

コンクリートの種類
　・普通コンクリート　　・軽量コンクリート

　※ Ⅰ 類　・Ⅱ 類

適用箇所
・　21+3

普通コンクリートの調合管理強度

・21
・

軽量コンクリートの設計基準強度等

適用箇所スランプ（cm）
スランプ

基礎、基礎梁、土間スラブ※18　・15

スランプ

構造体コンクリートの
仕上り

気乾単位容積質量 軽量コンクリート　※ 1.8t/ｍ3　・　

コンクリート打放し仕上げの種別
　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

混和材料

　・混合セメントＡ種（・高炉セメント　・シリカセメント　・フライアッシュセメント）
　※ 普通ポルトランドセメント

　・混合セメントＢ種（・高炉セメント　・フライアッシュセメント）
　　　　混合セメントＢ種の適用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

アルカリシリカ反応性による区分　※ Ａ　・Ｂ

コンクリートの材料 セメント

骨材

フェロニッケルスラグ細骨材、銅スラグ細骨材、電気炉酸化スラグ骨材、再生骨材Ｈ ※使用しない

　・混和剤（・ＡＥ剤　・ＡＥ減水剤　・高性能ＡＥ減水剤）
　　　塩化物イオン量による区分　※ Ⅰ 種　・　
　　　防錆材　※ JIS A 6205による　・　
　・混和材（・フライアッシュ　・高炉スラグ微粉末　・シリカフューム）
　　　フライアッシュの区分　・Ⅰ 種　・Ⅱ 種　・Ⅳ種

コンクリートの調合

設計基準強度Fc（Ｎ/mm2）

設計基準強度Fc（N/mm2）
・1種　・2種
種　別

・1種　・2種

適用箇所

９≦θ

セメントの種類

普通ポルトランドセメント
混合セメントのＡ種・・・
早強ポルトランドセメント
中庸熱ポルトランドセメント
低熱ポルトランドセメント

予想平均気温θの範囲（℃）
コンクリートの打込みから材齢２８日までの

５≦θ
１１≦θ
１４≦θ
１３≦θ高炉セメントＢ種・・・・

フライアッシュセメントＢ種
構造体強度補正値（Ｓ）[Ｎ／mm2] ３

８≦θ ０≦θ≦８

０≦θ≦５
０≦θ≦１１
０≦θ≦１４
０≦θ≦１３
０≦θ≦９
６

コンクリートの構造体強度補正値(S)

予想平均気温θの範囲については「川西市建築工事コンクリート温度補正基準」
によるものとする。

　　　水セメント比　・65％以下（普通、早強及び中庸熱ポルトランドセメント及び混合セメントA種）

　　　単位セメント量　270kg/m3以上
　　　単位水量　185kg/m3以下
　　　　　　　　　　・60％以下（低熱ポルトランドセメント及び混合セメントB種）

　　　空気量　4.5％（AE剤、AE減水剤、高性能AE減水剤使用時）

　　　混和剤　・AE剤、AE減水剤、高性能AE減水剤及びフライアッシュ以外の混和剤の使用
　　　　　　　　　種類（　　　　　）　　使用方法（　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　使用量（　　　　　　　　　　　　　　）

調合条件（普通コンクリート）

　　　単位セメント量　270kg/m3以上
　　　混和剤　・AE剤、AE減水剤、高性能AE減水剤及びフライアッシュ以外の混和剤の使用
　　　　　　　　　種類（　　　　　）　　使用方法（　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　使用量（　　　　　　　　　　　　　　）

調合条件（軽量コンクリート）
　　　空気量　5.0％（AE剤、AE減水剤、高性能AE減水剤使用時）
　　　水セメント比　・55％以下
　　　単位水量　・320kg/m3以下
　　　　　　　　・340kg/m3以下

柱、梁、スラブ、壁※18
軽量コンクリート※21以下

６

　　　　　　品質確認方法　※ 図示　・　
　　　　　　修正方法　※ 図示　・　

（5.4.9）

（5.5.2）

（5.5.3）

（6.2.1）

（6.2.2）

（6.2.4）

（6.2.5）

（6.3.1）

（6.3.2）

（6.6.3）

（6.8.2）

（6.8.3）

（6.10.1）

（6.10.1）

（6.3.2）

（6.11.1）

（6.12.1）

（6.12.2）

（6.12.2）

（6.14.1）

（7.1.3）

（7.2.1）

（7.2.2）

（7.2.3）

（7.2.6）

（7.2.8）

（7.3.2）

（7.3.2）

（7.3.2）

（7.3.10）

（7.4.2）

（7.4.2）

　　　すべり耐力試験　※ 行う（試験方法　※ 図示　・　　　　　）　・行わない

（7.4.7）

（7.6.3）
（7.6.4）

（7.6.11）

（7.2.7）（7.7.8）

（7.8.3）

（7.9.2）

（7.6.7）

アンカーボルト　種類　・構造用アンカーボルト（材質　※ 図示　　　　　　）
　　　　　　　　　　　・建方用アンカーボルト（材質　※ 図示　・　　　　）

（7.2.4）（7.10.3）

（7.2.4）
（7.10.3）

（7.2.9）（7.10.3）

（7.11.2）

（7.12.4）

（7.12.4）

10

11

12

13

10

11

12

13

14

１

２

３

４

５

６

７

１

２

３

１

２

３

４

５

６

１

２

３

４

５

６

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１

２

３

４

５

６

７

８

９

・シート貼り（ 高さ２.０ｍ）

適用部以外は構造図による

適用部以外は構造図による

適用部以外は構造図による

適用部以外は構造図による

適用部以外は構造図による

・適宜工事区域内除雪８

適用部以外は構造図による
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・1類　・2類

・特類　・1類

・1等　・2等　・3等　・4等

・行う　・行わない

・行う　・行わない

樹種 接着剤の程度 板面の品質 防虫処理

・　

・　

・　

・普通合板(広葉樹)

・普通合板(針葉樹)

・構造用合板

・Ｃ－Ｄ以上　・　

・Ｃ－Ｄ以上　・　

品名

・パーティクルボード

裏表面の区分 難燃性の区分

・2級　・3級※13Ｐ又は13Ｍ　・　

曲げ強さ・接着剤の区分

・RN　・RS　・VN　・VS　・

品名

　普通合板の難燃処理及び防炎処理　・行う　・行わない

　構造用合板の強度等級の指定　・指定しない　・指定する（　構造図参照　）

施工部位 石材種類 産地・名称 形状・寸法 表面仕上げ 石裏面処理 品質裏打ち処理

・2等品

・1等品

・2等品

・1等品

ブロック造

補強コンクリート

　・　

　※空洞ブロック-16

断面形状及び

圧縮強度による区分
正味厚さ

モデュール

呼び寸法

種類

外部形状 透水性 化粧有無 寸法許容差

充填用及びまぐさ用コンクリート　※レディミクストコンクリート　・標仕8.2.4表8.2.2の調合

充填部及びまぐさ部以外のコンクリート　※設計基準強度21N/mm2　・　

各部配筋　※図示　・　

コンクリートブロック

帳壁及び塀 断面形状及び

圧縮強度による区分

　・　

　・空洞ブロック-16

　・空洞ブロック-08

正味厚さ
モデュール

呼び寸法 外部形状 透水性 化粧有無 寸法許容差

種類
適用箇所

各部配筋　※図示　・　

改質アスファルト

シート防水 防水工法の種類 施工個所

・AS-T1　・AS-T2　・AS-J1

・AS-T3　・AS-T4　・AS-J2

・ASI-T1　・ASI-T2

断熱工法の断熱材　厚さ　※図示　・　

　　　　　　　　　　　　　　・　

　屋根露出防水絶縁断熱工法　※Ａ種硬質ウレタンフォーム保温材の保温板2種1号又は2号

防湿層

　屋根露出防水絶縁断熱工法　・設ける　・設けない

脱気装置　種類　※SUS304　・ポリスチレンABS樹脂

　　　　　数量　※改質アスファルトシート製造所の仕様　・　

合成高分子系ルー

フィングシート防水 防水工法の種類

・S-F1　・S-F2

・SI-F1　・SI-F2　・SI-F3

・S-M1　・S-M2　・S-M3

・SI-M1　・SI-M2

・　

・　

・　

・　

厚さ(mm) 施工個所

　接着工法　※Ａ種ポリスチレンフォーム保温材

　　　　　　　　・　

　機械固定工法　※Ａ種硬質ウレタンフォーム保温材の保温板2種1号又は2号

断熱工法の断熱材　厚さ　※図示　・　

絶縁シート　※発泡ポリスチレンシート　・　

　S-F1、SI-F1工法の増貼り方法　※図示　・　

　目地処理方法　※図示　・　

ＰＣコンクリート下地

石材 テラゾブロック及びテラゾタイル

種石　種類　※大理石　・花崗岩

　　　大きさ　※1.5～12mm　・　

・1等品

・2等品

・1等品

・2等品

裏打ち処理 品質石裏面処理表面仕上げ形状・寸法産地・名称石材種類施工部位

・テラゾブロック

・テラゾタイル

金物等 外壁湿式工法及び内壁空積工法

　受け金物　材質　※SS400　・　

　　　　　　寸法　※図示　・　L-75×75×6　l=100mm又は150mm

　　　　　　錆止め　※標仕18.3.2表18.3.1Ａ種　・　

乾式工法　※標仕10.2.2表10.2.4　・　

特殊部位用

　引き金物、だぼ、鎹、受け金物　※標仕10.2.2(a)　・　

　ファスナー　※標仕10.2.2表10.2.4スライド方式　・　

　　　　　　　　　　　　　　形状　※図示　・　

　吊り金物、化粧吊りボルト　材質　※図示　・　

アンカー　湿式工法及び空積工法　材質　※SS400　・　

　　　　　　　　　　　　　　　　寸法　※M12　・　

　　　　　乾式工法及び特殊部位　材質　※SUS304　・　

　　　　　　　　　　　　　　　　寸法　※M10　・　

あと施工アンカー　材質　※図示　・　

　　　　　　　　　寸法　※図示　・　

　　　　　　　　　引抜耐力試験　※行う　・行わない

その他の金物　※図示　・　

取付用モルタル　・　

既調合目地モルタル　・　

・外壁湿式工法 ※流し筋工法

・あと施工アンカー工法

・あと施工アンカー横筋流し工法

・内壁空積工法 ・あと施工アンカー工法

・あと施工アンカー横筋流し工法

・乾式工法 ・スライド方式

・ロッキング方式

施工部位 取付工法 下地ごしらえ

石張り工法 ・壁石張

　目地幅

　　外壁湿式工法　一般目地　※図示　・　

　　　　　　　　　伸縮調整目地　位置　※図示　・　

　　　　　　　　　　　　　　　　寸法　※表9.7.3(a)(3)　・　

　　内壁空積工法　一般目地　※図示　・　

　　　　　　　　　伸縮調整目地　位置　※図示　・　

　　　　　　　　　　　　　　　　寸法　※表9.7.3(a)(3)　・　

　　乾式工法　※図示　・　

　だぼ穴位置　※図示　・　

外壁湿式工法ドレンパイプ　材質　※図示　・　

充填材料等　※図示　・　

・床及び階段の石張り

　目地幅　屋外　※4mm以上　・　

　　　　　屋内　※3～6mm　・　

　伸縮目地　位置　※30㎡毎(6m程度ごと)及び他部材取り合い部　・　

施釉 無釉

・

・

・

・

・

・

・

・

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

吸水率

有 無

耐凍害性

有 無

役物

標準 特注

色釉薬 再生材の

適用

滑り抵抗性

有 無

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

形状寸法

（mm）
施工箇所

陶磁器質タイル タイルの種類

　役物形状　・図示　・適宜　

　見本焼き　・行わない　・行う（※外壁タイル　・　　　　　　）

　試験張り　・行わない　・行う（※外壁タイル　・　　　　　　）

タイル張り工法 ・セメントモルタル張り

・改良積上げ張り

・密着張り

・改良積上げ張り

・改良圧着張り

・マスク張り

・モザイクタイル張り

※標仕15.2.5(c)

※標仕15.2.5(c)

※標仕15.2.5(c)

・南棟 土間

・　

・　

タイルの種類 工法

・接着剤張り

下地 規格寸法

・100角

・50角

・　

・小口

・二丁掛

・　

・モザイク

・50角

・　

※標仕15.2.5(c)

※標仕15.2.5(c)

※標仕15.2.5(c)

・　

・　

・　

タイルの種類 工法 下地 規格寸法

・100角

・50角

・　

・小口

・二丁掛

・　

・　

・小口未満

・MCR工法

・素地のまま

・素地のまま

・MCR工法

・素地のまま

・MCR工法

・目荒し工法（高圧水洗）

・目荒し工法（高圧水洗）

・目荒し工法（高圧水洗）

躯体表面処理

・MCR工法

・素地のまま

・素地のまま

・MCR工法

・素地のまま

・MCR工法

・目荒し工法（高圧水洗）

・目荒し工法（高圧水洗）

・目荒し工法（高圧水洗）

躯体表面処理

・内装壁ﾀｲﾙ接着剤張り

・外装壁ﾀｲﾙ接着剤張り

・外装壁ﾀｲﾙ接着剤張り

・内装タイル

・内装タイル

・外装タイル

・内装ﾀｲﾙ以外の

ﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ

・内装タイル

・外装タイル

・内装ﾀｲﾙ以外の

ﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ

・型枠先付け

・タイルシート法

・目地桝法

・桟木法

種類 規格寸法 せき板の種別

・小口

・二丁掛

・大形

※標仕6.8.3(b)(2)

・金属製タイル先付け用パネル

・　

内装壁タイル接着剤張りに使用する接着剤のホルムアルデヒド放散量

外壁タイル張り下地等の均しモルタルの接着力試験

　・行う　・行わない

伸縮調整目地及び

ひび割れ誘発目地

外壁　・図示　・　

床　　・図示　・　

屋内　・入隅部、建具枠廻り及び設備機器取合い部　・　

視覚障害者誘導用

床タイル 寸法　・３００角　・４００角

・磁器質タイル（JIS T 9251）　・　

(それ以外)

樹種 等級 形状 寸法 含水率

・　

・　

・下地用針葉樹製材

・広葉樹製材

・1級　※2級

※小節　　・　

・1級　※2級

※図示

※図示

　※図示

　※図示

・　

・　

(見え掛り)・　 ※上小節　・　 ※図示 　※図示 ・　・造作用針葉樹製材

(それ以外)

樹種 形状 寸法 含水率

・　

・　

・下地用針葉樹製材

・広葉樹製材

※図示

※図示

　※図示

　※図示

・　

・　

(見え掛り)・　 ※図示 　※図示 ・　・造作用針葉樹製材

難燃処理

・　

・　

・　

・　

・「製材の日本農林規格」による製材

・「製材の日本農林規格」以外の製材

　造作材の品質　※Ａ種　・Ｂ種

現場搬入時の含水率　　※Ａ種　・Ｂ種

　　　　　　　　　　　（全断面の平均の推定値)

集成材のホルムアルデヒド放散量　※規制対象外（Ｆ☆☆☆☆)　・　

・　　　

樹種

・

・

※１等　・２等

・　　　

※１等　・２等・造作用集成材

・化粧ばり造作用集成材

・化粧ばり構造用集成材

芯材 化粧薄板

・

・　　　

品　名 化粧薄板の厚さ

・　　　

見付け材面の品質

・　　　

樹種

・

・

・　　　

・造作用集成材

・化粧ばり造作用集成材

・化粧ばり構造用集成材

芯材 化粧薄板

・

・　　　

品　名 化粧薄板の厚さ

・　　　

見付け材面の品質

含水率　※１５％以下　　・　

・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

・　

・　

・表面化粧加工　有

・表面化粧加工　無

厚さ

・天然木化粧加工　・塗装加工

表面の品質（等級）

・１等　・２等　・３等

防虫処理

・　

・　

仕上の分類

・　

・　・　

含水率

・表面化粧加工　有

・表面化粧加工　無

厚さ

・天然木化粧加工　・塗装加工

防虫処理

・　

・　

※14％以下

・　

表面の品質仕上の分類

・「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

・「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

造作用単板積層材のホルムアルデヒド放散量　※規制対象外（Ｆ☆☆☆☆）　・　単板積層材

合板の厚さ　・図示　・

合板等

集成材

製材

代用樹種　※適用する　・適用しない

　　　　　　　　・代用樹種を適用しない箇所（　　　　　　　）

　　　　　　　※標仕表12.2.3による　・　

・構造用パネル　等級　・1級　・2級　・3級　・4級

　　　　　　　　厚さ　・図示　・　

合板のホルムアルデヒド放散量　・規制対象外（Ｆ☆☆☆☆）　・　

接着剤

（以下、｢ユリア樹脂等｣という。）を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散量

接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂又はホルムアルデヒド系防腐剤

　・規制対象外（Ｆ☆☆☆☆）　　・第三種

　・規制対象外（Ｆ☆☆☆☆）　・第三種

防腐・防蟻処理 ・薬剤の加圧注入による防腐防蟻処理　適用部位　・　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　保存処理性能区分　・Ｋ１　・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４　・Ｋ５

・薬剤の塗布等による防腐防蟻処理　　適用部位　・　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　処理の方法　※改修標仕6.5.5(a)(ⅲ)②　・　

・ボード原料接着剤への薬剤混入による防腐防蟻処理

・防虫処理　適用部位　・　適宜

　　　　　　保存処理性能区分　・Ｋ１　・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４　・Ｋ５

　　　　　　ラワン材を使用する場合の防虫処理　※Ｋ１

木下地等 間仕切軸組に用いる木材　・杉又は松　・　

床組に用いる木材　土台、転ばし大引き、転ばし根太　・ひのき又は保存処理木材　・　

　　　　　　　　　その他　・杉又は松

窓、出入り口その他に用いる木材　吊元枠、水掛りの下枠及び敷居　・ひのき　・　

　　　　　　　　　　　　　　　　その他　・杉又は松　・　

縁甲板及び上り框の木材　・ひのき　・　

壁及び天井下地に使用する木材　・杉又は松　・　

仕上げ 見え掛り面　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種

長尺金属板葺

下葺材料　※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940　・改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ下葺材（・一般　・複層基材　・粘着層付）

※塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金鍍金鋼板

　及び鋼帯(CGLCCR-20-AZ150)

・塗装溶融亜鉛鍍金鋼板及び鋼帯

　(CGCCR-20-Z25)

・瓦棒葺

・立平葺

・横葺

・　

※図示

施工箇所 規格名称 厚さ 屋根葺形式 屋根葺工法

折板葺

雪止め　※設置しない　・設置する

・塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金鍍金

　鋼板及び鋼帯(CGLCCR-20-AZ150)

・塗装溶融亜鉛鍍金鋼板及び鋼帯

　(CGCCR-20-Z25)

・はぜ締め形

・重ね形

※図示

施工箇所 規格名称 厚さ 形式 形状 軒先面戸 耐火性能

・0.8mm

・0.6mm

・あり

・なし

・30分

断熱材張り　・行う　・行わない

　　　　　　　断熱材　種別　・　

　　　　　　　　　　　厚さ　・　

　　　　　　　　　　　防火性能　・　

けらば納め　・けらば包みによる方法　・変形防止材（L-30×30×3以上）による方法

粘土瓦葺 種類 寸法 産地 役物瓦の種類 雪止め瓦 桟木の留付け工法 棟の工法

・7芯丸伏せ棟

・のし一体積

・のし積み棟

樋

受け金物　材質　・SUS304　・溶融亜鉛鍍金鋼板

　　防露材のホルムアルデヒド放散量　・規制対象外（Ｆ☆☆☆☆）　・　

　鋼管製樋の防露巻　・標仕表13.5.5　・　

竪樋の材種　外部　・硬質ポリ塩化ビニル管（VP）　・配管用鋼管（白管）　・ガルバリウム　

　　　　　　内部　・配管用鋼管（白管）　・硬質ぴり塩化ビニル管（VP）　・　

下り止め　・材料製造所の仕様　・　

樋掃除口　・設ける（・図示　　・適宜　　）　・設けない

　　　　　　　位置　・図示　・　

ルーフドレン　径　・図示　・　

屋 
根 
及 
び 
と 
い 
工 
事

木 
工 
事

タ 
イ 
ル 
工 
事

コ 
ン 
ク 
リ 
| 
ト 
ブ 
ロ 
ッ 
ク 

・ 
Ａ 
Ｌ 
Ｃ 
パ 
ネ 
ル 
・ 
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形 
セ 
メ 
ン 
ト 
板 
工 
事

８

11

12

13

（8.2.2）

（8.2.4）

（8.2.5）

（8.3.2）

（8.3.3）

種類

　・Ａ種　・Ｂ種

　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種

　・Ｆ種

　・Ｆ種

　・平　・意匠

　・平　・意匠

・外壁用

・間仕切用

・屋根用

・床用

厚さ(mm) 長さ(mm) 表面加工 取付構法種別

　・　

　・　

　・　

　・　

　※平

　※平

　・　

　・

　・

単位荷重(N/m2)

床用パネルの耐火性能　※あり（・１時間耐火　・２時間耐火）　・なし

出隅及び入隅のパネル接合部の目地

　目地幅　※図示　・　

　耐火目地材　・充填する　・充填しない

　目地幅　※図示　・　

　耐火目地材　・充填する　・充填しない

パネルと他部材との取合い部の目地

押出成形セメント板

(ＥＣＰ)

・間仕切壁

・外壁 　※フラットパネル

　・デザインパネル

　・タイルベースパネル

施工場所 表面形状 厚さ(mm) 幅(mm) 耐火性能取付工法

　・Ａ種

　・Ｂ種

　・Ｂ種

　・Ｃ種

　※フラットパネル

　・デザインパネル

　・タイルベースパネル

　※あり（　　　　）時間

　※あり（　　　　）時間

　・なし

　・なし

出隅及び入隅のパネル接合部の目地

　目地幅　※15mm　・　

　目地種類　※伸縮調整目地　・　

パネルの欠き込み等　※行わない　・行う（開口限度　※図示　・　　　　　）

アスファルト防水

・AI-1　・AI-2　・AI-3

・BI-1　・BI-2　・BI-3

・A-1 　・A-2 　・A-3

・B-1 　・B-2　 ・B-3

・D-1 　・D-2 　・D-3 　・D-4

・DI-1　・DI-2

・E-1　 ・E-2

防水工法の種類 施工個所

　　　　　数量　※ルーフィング類製造所の仕様　・　

脱気装置　種類　※SUS304　・ポリスチレンABS樹脂

保護コンクリート　種類　※普通コンクリート　・ 軽量コンクリー ト

　　　　　　　　　厚さ　※８０ｍｍ　・６０ｍｍ

　　　　　　　　　仕上　※鏝押え　・タイル張

　　　　　　　　　　　　・　

　屋根露出防水断熱工法　※Ａ種硬質ウレタンフォーム保温材の保温板2種1号又は2号

　　　　　　　　　　　　・　

　屋根保護防水断熱工法　※Ａ種押出法ポリスチレンフォーム保温材の保温板3種b

押え金物　材質　※アルミニウム製　・ステンレス（SUS304）製

　　　　　形状寸法　※図示　・L-30×15×2.0

絶縁用シート

　屋根保護防水密着工法、屋根保護防水絶縁工法

　　　　　　　　　　　　※ポリエチレンフィルム（0.15mm以上）

　　　　　　　　　　　　・　

　屋根保護防水密着断熱工法、屋根保護防水絶縁断熱工法

　　　　　　　　　　　　※ポリプロピレン製フラットヤーンクロス(70g/m2程度)

　　　　　　　　　　　　・　

立上り部の保護

　・乾式保護材　※材料製造所の仕様による　

　・れんが　　　※普通れんが及び化粧れんが(JISR1250)　・　

　・コンクリート押え

　・モルタル押え（屋内）

屋上排水溝　※図示　・　

仕上塗料　※材料製造所の仕様による　・　

断熱工法の断熱材　厚さ　※図示　・　

防 
水 
工 
事

９

ＡＬＣパネル （8.4.2）（8.4.3）

（8.5.2）～（8.5.5）

改修標仕（3.3.1）

改修標仕（3.3.5）

改修標仕（3.3.3）

改修標仕（3.3.2）

改修標仕（3.3.2）（3.3.5）

改修標仕（3.3.2）

改修標仕（3.3.2）

改修標仕（3.3.5）

改修標仕（3.3.2）（3.3.5）

標仕（9.3.3）

標仕（9.3.3）

標仕（9.3.2）

標仕（9.3.3）

改修標仕（3.5.3）

改修標仕（3.5.2）

改修標仕（3.5.2）

改修標仕（3.5.4）

塗膜防水

防水工法の種類 施工個所

・X-1

・X-2

・Y-1　・Y-2

X-1工法脱気装置　種類　※SUS304　・ポリスチレンABS樹脂

　　　 　　　　　数量　※材料製造所の仕様　・　

Y-2工法保護層　・保護コンクリート　・保護モルタル

ケイ酸質系塗布防水

防水工法の種類 施工個所

・C-UI

・C-UP

下地処理　※標仕9.6.4による　・　

施工票

防水完成年月

保 証 期 限

標 準 仕 様

工 事 名 称

工 事 期 間

メーカー仕様

材料メーカー

工事施工業者

防　水　施　工　票

工事元請業者

TEL

TEL

２００

１
５
０

　※設置する　　　表示位置　　監督員の指示する場所

　　　　　　　　　材質　　　　SUS304　t=1.2以上

　注　記載文字：耐水耐候性で保証期間内は明確に判読できること

　　　設置方法：保証期間内に脱落しないよう、材料メーカー打合せの上で決定する。

保証書及び期間 保証書は元請業者、施工業者及び製造メーカーの連名とする。（シーリングは除く）

・ ｱｽﾌｧﾙﾄ防水（　　年）　・ 合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水（　　年）　・ 塗膜防水（　　年）

シーリング材　種類　・図示　・改修標仕または標仕9.7.2表9.7.1シーリング

　　　　　　　施工箇所　※図示　・改修標仕または標仕9.7.2表9.7.1

　コンクリート打継目地、ひび割れ誘発目地　※幅10mm、深さ10mm　・　

　ガラス廻りの目地　※改修標仕または標仕16.14.3以外幅5mm、深さ5mm　・　

　上記以外の目地　※幅10mm、深さ10mm　・　

目地寸法　※改修標仕または標仕9.7.3　・図示

接着性能試験　※簡易接着性試験　・引張接着性試験

石工事一般 石材の割り付け　※標仕10.1.3　・図示

施工部位 石材種類 産地・名称 形状・寸法 表面仕上げ 石裏面処理 裏打ち処理 品質

・1等品

・2等品

・1等品

・2等品

・1等品

・2等品

・1等品

・2等品

石材 ・天然石石 
工 
事

10

建築基準法による風圧力に対応した工法　※図示　・　 改修標仕（3.5.4）

改修標仕（3.6.3）

改修標仕（3.6.3）

改修標仕（3.6.3）

標仕（9.6.3）

標仕（9.6.4）

改修標仕（3.7.2）

改修標仕（3.7.3）

改修標仕（3.7.5）

（10.1.3）

（10.2.1）

（10.2.2）

（10.2.3）

（10.2.3）

（10.2.3）

（10.2.3）

（10.3.2）（10.3.3）

（10.3.3）（10.4.3）（10.7.2）

（10.6.2）

（10.2.1）（10.3.2）（10.4.2）（10.5.2）（10.6.2）（10.6.3）（10.7.2）

（10.2.1）（10.3.2）（10.4.2）（10.5.2）（10.6.2）（10.6.3）（10.7.2）

（10.2.1）（10.3.2）（10.4.2）（10.5.2）（10.6.2）（10.6.3）（10.7.2）

標仕（11.2.2）（11.3.2）（11.4.2）

標仕（11.2.2）（11.3.2）（11.4.2）

標仕（11.3.3）

標仕（11.3.3）

標仕（11.1.3）（11.3.4）

標仕（11.4.2）（11.4.3）

標仕（11.2.7）

標仕（11.3.7）

標仕（12.1.4）

標仕（12.2.1）

標仕（12.2.1）

標仕（12.2.1）

標仕（12.2.1）

標仕（12.2.1）

標仕（12.2.1）

標仕（12.2.1）

標仕（12.2.1）

標仕（12.2.1）

標仕（12.2.1）

標仕（12.2.1）

標仕（12.3.1）

標仕（12.3.2）

標仕（12.4.1）

標仕（12.5.1）

標仕（12.6.1）

標仕（12.7.1）

標仕（13.2.2）

標仕（13.2.3）

標仕標仕（13.3.2）

標仕（13.4.2）（13.4.3）

標仕（13.5.2）

標仕（13.5.3）

１

２

３

４

１

２

３

４

５

６

７

８

１

２

２

３

４

１

２

３

４

１

２

３

４

５

６

７

８

１

２

３

４

・なし

屋根

・0.4mm

１・２・３は構造図による

１・２・３は構造図による

適用部以外は構造図による

地瓦 300×270 左右袖瓦、野郎軒瓦

針葉樹製材は、JAS乾燥認定工場から出荷された木材は、出荷証明書を、その他の工場から出荷され

た木材は、北海道林産物検査会が発行する検査証明書を提出すること。

材料９

耐雪性能に応じた工法　・適用する　（　・図示　・　　）　・適用しない

2025.03.17 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 工事名 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計
赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の
エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

特記仕様書（3） A1-05-
金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号



2025.03.17 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号

工事名

赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の

エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事

34121.71

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

14334

41
24
0.
37

1869.08

46
98
4.
65

788
08.

77

69
36
.2
857683.54

22
04
.748929.82

20946.94

93
37
6.
02

16044.89

11
08
50
.6
6

23532.72

93
73
0.
52

36786.89

K6181

TAL23

K6180

K6171

33S57R9K6172

K6174

A325KP

A330P

A338PIN
A355KP

敷地求積図 A1-08-2A1:1/200
A3:1/400



2025.03.17 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号

工事名

赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の

エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事
求積図・面積表 A1-09A1:1/200

A3:1/400
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部 位棟 詳 細 部 位

外壁

屋根

風除室屋根

備　考仕　上

本館

別館

内断熱部

開口部

ー

腰壁

開口部

外壁

屋根

開口部

ポーチ・外部階段床

外断熱部

車寄せ床

風除室外壁

外壁

ー

ー

ー

連絡通路外壁

連絡通路屋根

開口部

外壁

ー

2025.03.17 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号

工事名

赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の

エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事

既存のまま

湿式外断熱(EPS後貼り工法)

アルミ樹脂複合サッシ( Low-Eペアガラス)

折半166ハゼt0.8/タイトフレーム/アスファルトルーフィング/構造用合板t12/通気垂木20×40/透湿防水シート/構造用合板t24

表面強化剤　/　コンクリート立上り H=900

アルミカーテンウォール

インターロッキング
表面強化剤A / モルタル金ゴテ押え

アルミサッシ　/　スチールドア
軽量シャッター

ガルバリウム鋼板 t0.4縦ハゼ/金属胴縁 t15/透湿防水シート/強化PBt21+21/構造用合板t9

45分間防火設備

無機高分子リシン吹付  /  ラスモルタル t15 /　鋼製下地

保護塗料  / アスファルト防水層 /  ギルフォーム t100

保護塗料  / アスファルト防水層 

表面強化剤　/　コンクリート打放

鋼製建具

外部仕上表 A1-10A1:NS
A3:NS

耐火構造・不燃仕上げ仕様
NM-8571同等品

耐火構造・不燃仕上げ仕様

表面強化剤A / モルタル金ゴテ押え

アスベストを含有有り（既存外壁仕上げ（吹付リシン））
囲い込み工法による施工とする



※内装仕上はすべてF☆☆☆☆以上とすること

※既存内装にアスベスト含有建材あり。除去あるいは、囲い込
み工事を適切に行うこと。（箇所詳細は村有資料による）

階数棟

床

備　考室　名

壁 天井

廊下1-1

執務室1-1１階本館

風除室1-1

村民相談室

下地

仕上げ

下地

仕上げ・塗装

下地

仕上げ内装制限
排煙告示

塗装 内装制限
排煙告示

天井高
仕上高

放送室

HWC1-1

MWC1-1　/　WWC-1

耐火書庫

給湯室1-1

廊下1-2

出納課

フリースペース1-1

会議室1-1

会議室1-2

図書スペース

会議室収納1-1

2025.03.17 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号

工事名

赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の

エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事

フェノールフォームt50

(既存)G.L工法/
フェノールフォームt50

表面強化剤A コンクリート打ち放し　A種

ビニル床シートt3 PB t9.5

　

　

　　

　

　

　

　

　

・手洗器(機械工事)
・化粧鏡(機械工事)
・紙巻器(機械工事)
・便器(機械工事)

　

モルタル金ゴテ押え

既存床の上スタイロフォームt50(不陸調整適宜)/構造用合板t24

　　

ー

LGS65

内・準 内・準

ビニル床シート　t3 ケイカル板 t=10 EP

LGS19+PB t12.5

（既存）フレキシブルボード t=5.5

ビニル床シートt3

ビニル床シートt=3 EP

PB t9.5 EP

PB t12.5+9.5 EP

LGS19+PB t12.5

告・不 告・不

ビニル床シートt3

内・難 内・難
フェノールフォー
ムt50/LGS65

PB t12.5+9.5 EPフローリングt12

内・難 内・難

フローリングt12

内・難 内・難

フローリングt12

内・難 内・難

ビニル床シートt3

告・不 告・不

内・準

ビニル床シートt3

躯体現し

内・難 内・難

LGS65

内・準 内・準

フローリングt12

内・準 内・準

既存床の上スタイロフォームt50（不陸調整適宜）/ 構造用合板t24

LGS65

ビニル床シート　t3 ケイカル板 t=10 EP

LGS19+PB t12.5
既存床の上スタイロフォームt50（不陸調整適宜）/ 構造用合板t24

・カーテンレール
・カーテン(別途)
・窓口カウンター・窓口棚(別途)
・デスク・イス・棚(別途)

・デスク・イス(別途)

フェノールフォームt50/LGS65

・モニター(別途)
・テーブル・イス(別途)
・置型プロジェクター(別途)

・テーブル・イス(別途)
・置型プロジェクター(別途)
・モニター(別途)

・自習カウンター(別途)
・各種書棚(別途)
・イス (別途)
・窓口カウンター(別途)

・各種機器(別途)

・テーブル・イス(別途)

・キッチン（シンク・フード既存利用）
・食器棚(別途)

・テーブル・イス(別途)
・カウンター(別途)
・自動販売機(別途)

・ソファ(別途)

・多機能トイレ
・ベビーベッド

LGS65

PB t12.5+12.5 EP

EP

EP

EP

LGS65

PB t12.5+9.5 EP

LGS65

PB t12.5+9.5 EP

LGS65

PB t12.5+12.5 EP

PB t12.5+9.5 EP

LGS50+耐水PB t12.5 EP

耐水PB t=12.5+9.5 EP

PB t=12.5+9.5 EP

アルミ建具

LGS65

耐水PB t12.5+9.5 EP

内・難

内・準

内・難

(既存)CB/GL工法

(既存)RC壁
/フェノールフォームt50

耐水PB t9.5 EP

(既存)RC壁
(既存)CB/GL工法

2522

±0

2522

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

2522

既存床の上スタイロフォームt50(不陸調整適宜)/構造用合板t24

既存床の上スタイロフォームt50(不陸調整適宜)/構造用合板t24

既存床の上スタイロフォームt50(不陸調整適宜)/構造用合板t24

既存床の上スタイロフォームt50(不陸調整適宜)/構造用合板t24

既存床の上スタイロフォームt50(不陸調整適宜)/構造用合板t24

既存床の上スタイロフォームt50(不陸調整適宜)/構造用合板t24

既存床の上スタイロフォームt50(不陸調整適宜)/構造用合板t24

既存床の上スタイロフォームt50(不陸調整適宜)/構造用合板t24

既存のまま(ロンリューム)

既存床の上スタイロフォームt50(不陸調整適宜)/構造用合板t24

既存床の上スタイロフォームt50(不陸調整適宜)/構造用合板t24

既存床の上スタイロフォームt50(不陸調整適宜)/構造用合板t24

LGS65

PB t=12.5+9.5 EP

既存仕上撤去の上AEP

EP

EP

・書棚(別途)

コンクリート立上り

表面強化剤

2522

2522

2522

2522

2522

2522

2522

2400

2522

2522

2640

2400

2400

±0

±0

±0

±0/-750

±0

±0

内部仕上表（1） A1-11A1:NS
A3:NS

内・準 内・準

躯体現し

既存仕上撤去 EP

フェノールフォームt50/LGS65

PB t12.5+9.5 EP

EP

ビニル床シートt3

ビニル床シートt3

告・準 国交省告示228号(壁・天井・床は下地を準不燃)
建設省告示1440号(壁天井は仕上を準不燃)

告・準

EP

PB t12.5

LGS19+PB t12.5

PB t9.5

LGS19+PB t12.5

PB t9.5

LGS19+PB t12.5

躯体現し

PB t9.5

LGS19+PB t12.5

PB t9.5

LGS19+PB t12.5

PB t12.5

LGS19+PB t12.5

PB t9.5

LGS19+PB t12.5

PB t9.5

LGS19+PB t12.5

PB t9.5

LGS19+PB t12.5

躯体現し

既存仕上撤去

(既存)CB壁

既存仕上撤去の上

躯体現し

既存仕上撤去の上AEP

躯体現し

既存仕上撤去

躯体現し

既存仕上撤去

(既存)RC壁

既存仕上撤去の上 AEP

既存仕上撤去

躯体現し

既存仕上撤去

(既存)CB壁

既存仕上撤去の上

LGS65

PB t12.5+9.5 EP

躯体現し

既存仕上撤去

(既存)CB壁

既存仕上撤去の上

LGS65

PB t12.5+9.5 EP

躯体現し

既存仕上撤去

躯体現し

既存仕上撤去



・テーブル・イス（別途）

・テーブル・イス（別途）

・テーブル・イス（別途）

※内装仕上はすべてF☆☆☆☆以上とすること

※既存内装にアスベスト含有建材あり。除去あるいは、囲い込
み工事を適切に行うこと。（箇所詳細は村有資料による）

階数棟 室　名

床

備　考

壁 天井

本館 階段室1-1

HWC2-1

下地

仕上げ

下地

仕上げ・塗装

下地

仕上げ内装制限
排煙告示

塗装天井高
仕上高

内装制限
排煙告示

村長・応接室

階段室1-2

階段室2-1

廊下2-1

MWC2-1　/　WWC2-1

給湯室2-1

倉庫兼相談室

執務室2-1

会議室2-1

会議室収納2-1

倉庫2-1

議会事務局

議場

フリースペース2-1

１階

2階

ー

ー

ー

ー

2297.5

±0

2297.5

±0

2297.5

±0

2297.5

±0

2297.5

±0

2297.5

±0

2297.5

±0

2297.5

±0

2297.5

±0

2400

±0

2400

±0

ー

ー

2025.03.17 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号

工事名

赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の

エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事

　・階段昇降機

　

　

　

　

・テーブル・イス（別途）
・書棚（別途）
・防災関係機器(別途)　

　

　　

　

クロス貼（段裏）

内・準 内・準

耐水PB t9.5 EP

（既存）レリーフ

（既存）P.B. t=9 VP（段裏） 下地処理のうえ

既存利用（段裏）

ビニル床シート t3

既存床仕上撤去の上　OAフロア LGS65

内・準 内・準

内・難 内・難

タイルカーペット t7

内・難 内・難

内・難 内・難

既存床仕上撤去の上　木下地　構造用合板 t24

既存床の上鋼製束　パーティクルボードt20

フローリングt12

内・準 内・準

フローリングt12

内・準 内・準

ビニル床シートt3

LGS65

内・難 内・難

既存床仕上の上 木下地

ビニル床シートt3

内・難 内・難

既存床仕上の上　木下地

内・難 内・難

既存床仕上撤去の上　木下地

EP

既存床仕上撤去の上　ビニル床シート　t3

（既存）

既存床仕上撤去の上　ビニル床シート　t3 ケイカル板 t=10 EP

LGS19+PB t12.5
（既存）

フローリングt12

既存床の上鋼製束　パーティクルボードt20
一部木下地

+200/+450

LGS65

PB t12.5+9.5 EP

LGS65

PB t12.5+9.5 EP

既存段板の上　ビニル床シート

（既存）ロンリュームペット

EP

EPビニル床シートt3

既存床仕上撤去の上　木下地

既存床仕上撤去の上　木下地

既存利用

LGS65

PB t=12.5

(既存)

（既存）P.B. t=9 下地処理のうえ

LGS50

PB t12.5+9.5

内・難

EP

内・難

ー

ー

EP再塗装

・カーテンレール
・カーテン(別途)
・窓口カウンター・窓口棚(別途)
・デスク・イス・棚(別途)

PB t12.5+9.5 EP

PB t12.5+9.5 EP

ビニル床シートt3

LGS50+フェノール
フォームt50

PB t12.5+9.5

躯体現し

・キッチン（シンク・フード既存利用）

・多機能トイレ
・ベビーベッド

LGS50+
フェノールフォームt50

ケイカル板 t=10 EP

LGS19+PB t12.5

耐水PB t=12.5 EP

躯体現し

既存仕上撤去

（既存）吹付タイル/フェノールフォームt50

3400

内部仕上表（2） A1-12A1:NS
A3:NS

内・準 内・準

内・準 内・準

既存床仕上撤去の上　木下地　構造用合板 t24

フローリングt12

(既存)

ビニル床シートt3

躯体現し

既存仕上撤去

躯体現し

躯体現し

EP

EP

EP

EP

EP

・モニター(別途)
・テーブル・イス(別途)
・置型プロジェクター(別途)

・ロッカー(別途)

・手洗器(機械工事)
・化粧鏡(機械工事)
・紙巻器(機械工事)
・便器(機械工事)

PB t9.5

LGS19+PB t12.5

PB t9.5

LGS19+PB t12.5

PB t9.5

LGS19+PB t12.5

PB t9.5

LGS19+PB t12.5

PB t9.5

LGS19+PB t12.5

PB t9.5

LGS19+PB t12.5

PB t9.5

LGS19+PB t12.5

既存仕上撤去

躯体現し

PB t9.5

LGS19+PB t12.5

PB t9.5

LGS19+PB t12.5

LGS65

PB t12.5+9.5 EP

躯体現し

既存仕上撤去の上AEP

LGS65

PB t12.5+9.5 EP

躯体現し

既存仕上撤去

LGS65

PB t12.5+9.5 EP

躯体現し

既存仕上撤去の上AEP

LGS65

PB t12.5+9.5 EP

躯体現し

既存仕上撤去

LGS50+フェノール
フォームt50

PB t12.5+9.5

フローリングt12

既存床の上スタイロフォームt50(不陸調整適宜)/構造用合板t24

既存仕上撤去

既存仕上撤去

躯体現し

既存仕上撤去

躯体現し

既存仕上撤去

躯体現し

既存仕上撤去の上
AEP



※内装仕上はすべてF☆☆☆☆以上とすること

※既存内装にアスベスト含有建材あり。除去あるいは、囲い込
み工事を適切に行うこと。（箇所詳細は村有資料による）

階数棟 室　名

床

備　考

壁 天井

下地

仕上げ

下地

仕上げ・塗装

下地

仕上げ内装制限
排煙告示 塗装天井高

仕上高
内装制限
排煙告示

２階 階段室2-2

連絡通路

階段室1-3

ロッカー室

電気室/ポンプ室

機械室

屋内駐車場

倉庫2-2

倉庫2-3

本館

1階別館

2階

階段室2-3

風除室1-2

ー

ー

ー

ー

2025.03.17 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号

工事名

赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の

エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事

・ロッカー（別途）

　

　

　

　

　

表面強化剤

ビニル床シート t3

表面強化剤

モルタル金ゴテ押え

表面強化剤

・靴箱（別途）

国交省告示228号(壁・天井・床は下地を準不燃)
建設省告示1440号(壁天井は仕上を準不燃)

・かさ立て（別途）
・収納（別途）
・靴洗い(水栓は別途)　

・書棚（別途）　

・書棚（別途）　

　

　

ビニル床シート t3

表面強化剤

モルタル金ゴテ押え

ビニル床シート t3

表面強化剤

モルタル金ゴテ押え

PB t12.5 EP

PBt=12.5 EP

表面強化剤

構造体現し VC

PB t9.5 EP 構造体現し VC

構造体現し

告・不告・不

ビニル床シート t3 構造体現し UC 構造体現し

ビニル床シート t3 構造体現し

ビニル床シート t3 PB t12.5 EP 構造体現し

UC

UC

UC

UC

表面強化剤

モルタル金ゴテ押え

表面強化剤
強化石こうボード
t21+21 EP 構造体現し VC

（既存）

構造用合板t=9

構造用合板t9

クロス貼（段裏）

（既存）P.B. t=9 VP（段裏） 下地処理のうえ（既存）P.B. t=9 下地処理のうえ

EP再塗装

コンクリート直均し仕上

±0

コンクリート直均し仕上

±0

コンクリート直均し仕上

±0

-160

-160

-800

コンクリート打放

基礎立上り

基礎立上り

表面強化剤

基礎立上り

PB t9.5

表面強化剤

コンクリート打放

±0

-20

±0

±0

基礎立上り 構造用合板t9

強化石こうボードt21+21 EP

2570

3611

3611

3415

4411

2106.5

3042.5

内部仕上表（3） A1-13A1:NS
A3:NS

構造用合板t9

構造用合板t9

構造用合板t9 現し

構造用合板t9

構造用合板t9

LGS19+PB t12.5

LGS19+PB t12.5

内・準内・準

消防・不消防・不

内・準内・準

構造用合板 t24

構造用合板 t24

構造用合板 t24

PBt=12.5 EP

構造体現し UC

PB t9.5 EP

LGS19+PB t12.5

PB t9.5

LGS19+PB t12.5

EP

EP

告・準告・準

・車止め(別途)
・収納棚(別途)　

強化石こうボードt21+21 EP

構造用合板t9

PB t12.5 EP

構造用合板t9

PB t12.5 EP



2025.03.17 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号

工事名

赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の

エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事
仮設計画図 A2-01A1:1/350

A3:1/700

N

コ ンセ ン ト

3 00 0

パネルゲートW=7.2m

安全通路

ローリング
タワー×2

敷鉄板
5×20:63枚

仮囲い：
万能鋼板H3.0m資材置場

産廃ヤード
3×10

仮設事務所
2.3×7.2
(RS-50)

職員・来訪者
動線

くさび式足場

12
00

本館

別館

風除室

既存
車庫

X1a X2a X5a

Y1a

Y2a

Y3a

Y4a

X4aX3a X6a X7a X8a X9a X10a X11a

Y4b

Y2b

Y1b

Y3b

Y5b

Y6b

Y7b

Y8b

Y9b

Y10b

Y11b

X5bX2b X3b X4bX1b

Y1c

Y2c

X1b X4bX3bX2b X5b

Y11b

Y10b

Y9b

Y8b

Y7b

Y6b

Y5b

Y3b

Y1b

Y2b

Y4b

X1a X2a X5a

Y1a

Y2a

Y3a

Y4a

X4aX3a X6a X7a X8a X9a X10a X11a

本館

別館

Y1a

Y2a

Y3a

Y4a

Y4b

Y2b

Y1b

Y3b

Y5b

Y6b

Y7b

Y8b

Y9b

Y10b

Y11b

X5bX2b X3b X4bX1b

Y1c

Y2c

X1b X4bX3bX2b X5b

Y11b

Y10b

Y9b

Y8b

Y7b

Y6b

Y5b

Y3b

Y1b

Y2b

Y4b

Y1a

Y2a

Y3a

Y4a

仮設間仕切 B種

本館

別館

X1a X2a X5a

Y1a

Y2a

Y3a

Y4a

X4aX3a X6a X7a X8a X9a X10a X11a

2F L- 1 5 0

2 F L± 0

2 F L+ 3 0 0

2 F L+ 4 5 0

仮設間仕切 B種
(仮設扉1ヶ所)

本館

X1a X2a X5a

Y1a

Y2a

Y3a

Y4a

X4aX3a X6a X7a X8a X9a X10a X11a

パネルゲートW=7.2m

職員・来訪者
動線

仮囲い：
万能鋼板H3.0m

敷鉄板
5×20:64枚

資材置場
産廃ヤード

3×10

仮設事務所
2.3×7.2
(RS-50)

安全通路

くさび式足場

本館

別館

既存
車庫

Y4a

Y4b

Y2b

Y1b

Y3b

Y5b

Y6b

Y7b

Y8b

Y9b

Y10b

Y11b

X5bX2b X3b X4bX1b

3
0
0
0

3
0
0
0

3
0
0
0

3
0
0
0

3
0
0
0

3
0
0
0

1
8
0
0
0

3
0
0
0

3
0
0
0

3
0
0
0

3
0
0
0

3
0
0
0
0

1
2
0
0
0

40003000 3000 3000

備 品棚
(既 存利 用 ？)

6
6
0
0

約
1
2
0
0

1
8
0
0

1
2
0
0

1
8
0
0

1
2
0
0

C1 120x120 120x120C1 120x120C1 C1 C1 120x120

C1

120x120 120x120 120x120 120x120 120x120

C1 120x120 120x120 120x120 120x120C1 120x120 C1

C1
C1

C1
C1

120x120 120x120 120x120

C1
C1

C1
C1

120x120
120x120

120x120
120x120

120x120
120x120

120x120
120x120

120x120
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120x120

120x150C2

120x120
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120x120C1
120x120C1

120x120C1
120x120

120x120C1
120x120C1

120x120C1
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120x120
120x120C1

120x120C1
120x120C1

120x120
120x120

120x120C1 120x120 C1 120x120 120x120 120x120 120x120C1C3

120x150

120x120120x120

120x120C1C1

120x120C1
120x120C1

120x120

120x120C1

C1

C5
C5

C5
C5

120x120C1

120x120C1

120x120C1

120x120C1

120x120
120x120

120x150C2
120x150

120x120

3 00 0

C1
C1

C1

120x120
120x120C1 C1

120x120C1 C1

120x120C1
120x120C1 C1

120x120C1 C1

120x120C1

C1
C1

C1

C1 120x120

C1 120x120

X1a X2a X5a

Y1a

Y2a

Y3a

Y4a

X4aX3a X6a X7a X8a X9a X10a X11a

パネルゲートW=7.2m

職員・来訪者
動線

仮囲い：
万能鋼板H3.0m

敷鉄板
5×20:27枚

資材置場
産廃ヤード

3×10

仮設事務所
2.3×7.2
(RS-50)

安全通路

仮設間仕切 B種
(仮設扉1ヶ所)

本館

別館

既存
車庫

1階平面図

2階平面図

1階平面図

2階平面図

1階平面図

2階平面図

第１フェーズ・第２フェーズ 第３フェーズSTEP1 第３フェーズSTEP2



2025.03.17 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号

工事名

赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の

エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事
既存建物・外構撤去図 A2-02A1:1/150

A3:1/300

外部階段
靴洗い場撤去

石庭
撤去
（植栽・景石は再利用）

スロープ
全撤去

石庭
撤去
（植栽・景石は再利用）

別館・車庫
渡り廊下
基礎含め全て撤去

ポーチ
全撤去

4950 4950 1100 5000 5000 5000 5000 5000 5000 5000

46000

4
50
0

4
50
0

6
00
0

1
50
00

村長室

応接室
前室

教育委員会

ダム管理室

執務室

廊下

風除室
書架

スペース

前室

便所
(女)

便所
(男)

PS

耐火書庫出納課

通用口

サーバールーム
(NTT・地域防災)

湯わかし室

渡り
廊下

ロッカー
スペース

コピー室

書庫

宿直室

玄関

上部
室外機
置場

車庫

Y4a

Y3a

Y2a

Y1a

X1a X2a X3a X4a X5a X6a X7a X8a X9a X10a X11a

車庫

レリーフ欠損部分補修

村民
相談室 放送室

外灯撤去

外灯撤去

N



2025.03.17 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号

工事名

赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の

エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事
改修前・本館平面図兼撤去図 A2-03A1:1/100

A3:1/200
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展望台
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階段室1-2
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キュービクル室

階段室1-2
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PH1FL±0
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PH1階平面図 PH2階平面図

1FL 旧1FL+100

2FL 旧2FL+50

PH1FL 旧PH1FL±0

PH2FL 旧PH2FL±0

収容人数算定式(消防)

本館 ((15)項　その他の事業場)
(1)執務室1-1、執務室2-1、村長・応接室、議会事務局　従業者数 40人
(2)従業者以外の者の使用に供する部分
図書スペース、風除室1-1、フリースペース1-1、階段室1-1、1-2、廊下1-1、1-2
フリースペース2-1、廊下2-1、階段室2-1、2-2、議場

525.88㎡÷3=175.2933...≒176人
(1)+(2)=40+176=216人(1階:96人　2階120人)

別館 ((15)項　その他の事業場)
(1) 1階:20人　2階:20人　従業員数 40人

本館平面図 A2-05A1:1/100
A3:1/200

2階平面図
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手掛け金物(SUS)両面付

上部:通気管　VP100φ 
下部:通水管　VP150φ半割各2ヶ所

Exp.J 連結管
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湧水モーターポンプ設置
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別館平面図 A2-06A1:1/100
A3:1/200
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折半166ﾊｾﾞt0.8/St□50×100/ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ/構造用合板t12/通気垂木20×40/下地60×90/構造用合板t24

※太陽光パネルは別図参照
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スチールガラリ（45分間防火設備）I
スチールシャッターJ



2025.03.17 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号

工事名

赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の

エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事
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湿式外断熱（EPS後貼り工法）

アルミ樹脂複合サッシ(新設)

折半166ﾊｾﾞt0.8/St□50×100/ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ/構造用合板t12/通気垂木20×40/下地60×90/構造用合板t24

※太陽光パネルは別図参照

無機高分子リシン吹付/ラスモルタル/鋼製下地

コンクリート打放し仕上げ+表面強化剤

F
ガルバリウム銅板t0.4縦ハゼ/金属胴縁t15/透湿防水シート/強化PB t=21+21/構造用合板t9

笠木:アルミ押出型材

G
アルミガラリH
スチールガラリ（45分間防火設備）I
スチールシャッターJ



2025.03.17 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号

工事名

赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の

エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事
断面図 A2-09A1:1/100

A3:1/200
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2025.03.17 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号

工事名

赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の

エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事
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2024.11.05 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 工事名 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計 赤井川村役場改修計画のうち建築工事

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

平面詳細図　本館1F(1) A3-01A1:1/50
A3:1/100金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号
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2024.11.05 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 工事名 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計 赤井川村役場改修計画のうち建築工事

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

平面詳細図　本館1F(2) A3-02A1:1/50
A3:1/100金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号
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2024.11.05 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 工事名 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計 赤井川村役場改修計画のうち建築工事

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

平面詳細図　本館2F(1) A3-03A1:1/50
A3:1/100金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号
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2024.11.05 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 工事名 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計 赤井川村役場改修計画のうち建築工事

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

平面詳細図　本館2F(2) A3-04A1:1/50
A3:1/100金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号
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2024.11.05 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 工事名 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計 赤井川村役場改修計画のうち建築工事

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

平面詳細図　別館1F A3-05A1:1/50
A3:1/100金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号



4
65

4
07

0
4
65

4
65

4
07
0

4
65

4
65

4
07

0
4
65

4
65

1
30
0

1
30
0

3
00

800
200

100
800

Ｄ

250
250

250
250

1500
1315 185

800
200

1
40
0

100
800

200
800

200 200
800

200
800

200 200
800

200
800

200 200
800

200 100

W-5

W
-7

W-5

W
-4

W
-3

W
-5

W
-3 W
-3

W-5

W-5

W-5

W
-4

W
-4

W
-4

Y1b Y2b Y3b Y4b Y5b Y6b Y7b Y8b Y9b Y10b Y11bY4a

X1b

X1b

X1b

X1b

X1b

太陽光パネル24枚
3
00

書棚・
備蓄品
スペース

書棚・
備蓄品
スペース

閉架書庫
増設可能
エリア
(9台程度)

書庫レール付書棚×13台
W2800×D610×H2260

1
30
0

2
40
0

1
40
0

1
30
0

4
30
0

1840 575

2024.11.05 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 工事名 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計 赤井川村役場改修計画のうち建築工事

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

平面詳細図 別館2F A3-06A1:1/50
A3:1/100金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号















2025.03.17 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号

工事名

赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の

エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事
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2025.03.17 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号

工事名

赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の

エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事
展開図(2) A5-02A1:1/50

A3:1/100
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壁:PB/EP壁:PB/EP 壁:PB/EP

柱:(既存)RC柱　現し 柱:(既存)RC柱　現し 柱:(既存)RC柱　現し 柱:(既存)RC柱　現し

Y2a Y3a Y4a

4425 4500 260

壁:PB/EP

執務机（別途）

空調リモコン（機械工事）
電灯スイッチ
（電気工事）

C
H=
23
22
.5

X10a X9a X8a X7a

260 5000 5000 5000 260

柱:(既存)RC柱　現し

窓口カウンター（別途）

柱:(既存)RC柱　現し 柱:(既存)RC柱　現し 柱:(既存)RC柱　現し

窓口カウンター（別途） 窓口カウンター（別途）

コンセント（電気工事） コンセント（電気工事）

Y2aY3aY4a

260 4500 4425 75

窓口カウンター（別途）

柱:(既存)RC柱　現し 柱:(既存)RC柱　現し壁:PB/EP

執務机（別途）

TV（42インチ）（別途）

アウトレット（電気工事）

アッテネーター（電気工事）

X9aX8a

C
H=
23
22
.5

2445.5 5000 2445.5

壁:PB/EP

54.5

壁:PB/EP 壁:PB/EP

電灯スイッチ
（電気工事）

空調リモコン（機械工事）

壁:PB/EP壁:PB/EP壁:PB/EP

壁:PB/EP

壁:PB/EP 壁:PB/EP

Y1a

3870.5 75

壁:PB/EP

X9a X8a

2445.5 5000 2445.5

柱:(既存)RC柱　現し 柱:(既存)RC柱　現し

壁:(既存)RC壁　現し 壁:(既存)RC壁　現し 壁:(既存)RC壁　現し

コンセント（電気工事）

Y1a

壁:PB/EP

75 3870.5

壁:PB/EP

③

① ②

④

① ②

③ ④

① ② ④

議場

執務室2-1

村長・応接室
③

室名

①

②

③

④

［展開図凡例］



25．バックセットは、特記無き限り50mmとする。

・５個　　　・　　　3個

・作成する　　　・作成しない

24．フロアーヒンジは、すべて埋込型（隠蔽タイプ）とする。

オペレーター（隠ぺい）サッシ内蔵

鋼製建具の気密性 ※SAT,AT,PAT,外部扉は建具表の備考欄に指定する。

開閉装置記号

建具凡例

建具用金物 建具用金物の製作所、品番は下表の製品同等以上とする。 使用箇所は建具表による。

握り玉 彫込引き手(ＳＤ用) 彫込引き手(ＬＳＤ用) 彫込引き手(ＷＤ用) ケ－スハンドル 押し板(トイレ用)

符号 気密等級 把手金物 使用箇所等
整理番号

取手金物
㈱シブタニ/SU-60 ㈱シブタニ/SU-16 ㈱ゴール/PSCｼﾘｰｽﾞ ㈱シブタニ/P104T㈱ゴール/Ｋ型 ㈱シブタニ/DU-78

建具記号

Ａ

一般 120等級程度 ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、握り玉等 一般建具

ｼﾘﾝﾀﾞｰﾓﾉﾛｯｸ ｼﾘﾝﾀﾞｰ本締り錠 シリンダー箱錠 鎌錠 非常錠 分電盤錠 引き違い錠

防火戸記号

Ｂ

錠
㈱ゴール/AHｼﾘｰｽﾞ ㈱ゴール/PSSｼﾘｰｽﾞ ㈱ゴール/AHWｼﾘｰｽﾞ 末広金物/2445-K-3 ㈱ゴール/S1704㈱ゴール/UHｼﾘｰｽﾞ ㈱ゴール/HDシリーズ

Ｃ

SAT 30等級程度 ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、握り玉等 外部建具、会議室等記号 種類 記号 種類

ｸﾞﾚﾓﾝﾊﾝﾄﾞﾙ、ｸﾞﾚﾓﾝ錠

Ｄ

ＡＴシステム

Ｅ

㈱ｼﾌﾞﾀﾆ/53シリーズ

特 特定防火設備（１時間・90分） 煙感 煙感知器連動
AT 8等級程度 ｸﾞﾚﾓﾝﾊﾝﾄﾞﾙ 機械室等

Ｆ

丁番（WD用） 丁番（SD用） ピボットヒンジ(WD用) ピボットヒンジ(SD用) ﾋﾟﾎﾞｯﾄﾋﾝｼﾞ(ｽﾁｰﾙ枠WD用) フロアヒンジ オートヒンジ オート丁番

防 防火設備（20分間） 熱感 熱感知器連動

支持金物 ㈱日本ドアチェック ㈱日本ドアチェック ㈱日本ドアチェック ㈱日本ドアチェック㈱ｼﾌﾞﾀﾆ/DH-352 ㈱ｼﾌﾞﾀﾆ/DH-40S ㈱日本ﾄﾞｱﾁｪｯｸ/Nｼﾘｰｽﾞ ㈱東京萬/+ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾋﾝｼﾞ＃2560/6A・6B・6C /11A・11B・11C /116A・116B・116C /200＃・H1300・H1400ｼﾘｰｽﾞ

PAT 2等級程度 ｸﾞﾚﾓﾝﾊﾝﾄﾞﾙ 特殊防音扉
　 　

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ一般(居室） ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ一般(倉庫） ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰその他居室図示 アームストッパー（SD用） アームストッパー（WD用） フランス落し

錠記号

開閉・その他金物
㈱日本ﾄﾞｱﾁｪｯｸ/7000ｼﾘｰｽﾞ ㈱日本ﾄﾞｱﾁｪｯｸ/80ｼﾘｰｽﾞ ㈱ﾘｮｰﾋﾞ/D-2000Vｼﾘｰｽﾞ ㈱シブタニ/DS-13 ㈱ﾍﾞｽﾄ/NO.416 ㈱シブタニ/DE-150

シャッター性能記号

戸当たり（床用） 戸当たり（壁・建具用） オペレーター

Ａ

記号 種類 記号 種類

㈱ｼﾌﾞﾀﾆ/DC200ｼﾘｰｽﾞ ㈱ｼﾌﾞﾀﾆ/DC250ｼﾘｰｽﾞ ㈱ｵｲﾚｽ工業/SL80ｼﾘｰｽﾞ

Ｂ

レバーハンドルＡ レバーハンドルＢ レバーハンドルＣ レバーハンドルＤ レバーハンドルＥ

Ｆ 防火シャッター 　　 　　

Ｃ

レバーハンドル
ユニオン/UL29 ユニオン/UL43 美和/52型 ゴール/Ｋ型

Ｄ

Ｓ 防煙シャッター 　　 　　

ドアハンドルＡ ドアハンドルＢ ドアハンドルＣ　WC用 ドアハンドルＤ ドアハンドルＥ

Ｅ

ドアハンドル

ＦＳ 防火・防煙シャッター 　 　

Ｆ

ユニオン/G5710 ユニオン/T62-36-107 ㈱ｼﾌﾞﾀﾆ/P104T ﾕﾆｵﾝ/T3363-36-123 ﾕﾆｵﾝ/T336-40-161

Ｇ

ドア枠形状 戸当りゴムは扉１枚あたり２ヶ所とする。　　　※寸法は建具表による。

建具記号

アルミニウム製建具性能

Ｈ

Ａ　一般 B　PAT SAT Ｃ　９０゜開き　（１８０°も下記に準じる）

Ｄ 三方枠

外部扉の場合SUS水切材

略号 材種 略号 材種

耐風圧性　　（等級） 水密性　　（等級） 気密性　　（等級）

　　AT 外部扉

Ｉ

10 10 30

AW アルミ製窓

・Ｓ－４（2000Pa） ・Ｗ－３（250Pa） ・Ａ－２（30）

Ｊ

10

10 10

10 10

LSD 鋼製軽量扉

AD アルミ製扉

・Ｓ－５（2400Pa） ・Ｗ－４（350Pa） ・Ａ－３（8）

15

Ｋ

10

SF 鋼製三方枠

AG アルミ製ガラリ

・Ｓ－６（2800Pa） ・Ｗ－５（500Pa） ・Ａ－４（2）

Ｌ

15
15

15

※
ACW アルミ製カーテンウォール

SS シャッター

・Ｓ－７（3600Pa）

15

取手記号

※

SD 鋼製扉

H15

10

35

25

10

101515 天井※

※

ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ付

H
H

15

W＋
1
5

15 W

ｽﾃﾝﾚｽｴｯｼﾞ

WD 木製扉

オートヒンジ

Ａ

10
※10

103

H10

10

Ｂ

※

12

Ｃ

13※

10

Ｄ

10
PL-1.6※

Ｅ

PT パーテーション

10

Ｆ

10 1015 15 W

Ｇ

15 15 W 15 15

仕上記号

Ｈ

E　引き戸 F　暗室ドア枠（原則として完全暗室とする）

ドアガラリの材質及び略号

略号 仕上
ＳＴ　ステンレス製 １ ２

木
SOP 合成樹脂調合ペイント

10

天井

Ｓ　　スチール製

15ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ付

・ FE フタル酸樹脂エナメル

※

Ａ　　アルミ製

Ａ

H

鉄
Ｗ　　木製

Ｂ

木

CL クリアラッカー

Ｃ

鍵製作仕様

OS オイルステイン

Ｄ

T-EP 合成樹脂エマルジョン模様塗料

マスターキー ・マスターキー　　・グランドマスターキー

Ｅ

①UC １液形油変性ウレタン樹脂ワニス

Ｆ

・逆マスターキー　・ｸﾞﾚｰﾄｸﾞﾗﾝﾄﾞﾏｽﾀｰｷｰ

Ｇ

ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ付
鍵毎の製作個数

Ｈ

同一キー ・監督員指示による。

鉄

B-FUE フッ素樹脂エナメル焼付塗装

Ｉ

キーボックス ・既製品　　・不要

B-UE ２液性ポリウレタン焼付塗装

※

Ｊ

ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝｷｰ

B-AE アクリルエナメル焼付塗装

10

Ｋ

25 15 W 15 25

②UE ２液性ポリウレタンエナメルペイント

Ｌ

②FUE フッ素樹脂エナメルペイント

沓摺形状

特記事項

ア
B-1 無着色陽極酸化被膜（シルバー）

１．建具寸法は特記無き限り枠内法寸法とする。

29．引き違い、片引き窓のｸﾚｾﾝﾄ、開き、回転窓のﾊﾝﾄﾞﾙ高さは、FL+

Ｊ　一般Ｈ Ｉ K　PAT SAT

　　1400を標準とする。

ル
B-2

２．戸当りは特記無き限り全ての扉に対し床または壁に取り付ける。

　　AT 外部扉

３．沓ずりは特記無き限りSUS1.5㎜とする。

30．更衣室等、ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰを要する所は、特記無き限りｶﾞﾗｽ面にﾌｨﾙﾑ張

ミ
B-AE アクリルエナメル焼付塗装

　　とする。

４．扉は特記無き限りフラッシュ扉とする。

B-FUE フッ素樹脂エナメル焼付塗装

31．ﾜｲﾄﾞｻｲｽﾞの開口部はｶﾞﾗｽに衝突防止のﾏｰｸｼｰﾙを貼る事。

５．外部に面するガラリは防虫アミ及び水返し付きとする。

ｽﾃﾝﾚｽｴｯｼﾞ

32．ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰは防火戸の指定なき限りｽﾄｯﾌﾟ付とする。

６．便所の扉の鍵は非常開錠装置付とする。

33．露出型のｵﾍﾟﾚｰﾀｰのｽﾃｲﾀﾞﾝﾊﾟｰの色はｻｯｼの色と近似させる。

そ

Ａ 練付合板

７．ＳＳ，ＥＤにはｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ（錠付ＳＴ製）を取り付ける。

ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ付

34．握り玉、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙの取り付け高さはFL+1000とする。

８．ＡＷの開閉部分は特記無き限りｸﾚｾﾝﾄ、ﾊﾝﾄﾞﾙ付きとする。

の

Ｂ

35．扉のｻﾑﾀｰﾝには開閉方向表示を取り付ける。

９．両開扉、親子扉は特記無き限りフランス落とし付きとする。

他

Ｃ ポリ合板

36．FIX窓で、結露水が外部に排出されない機構の窓には、原則とし

10．自動ドアは安全光線付きとする。

　　て結露水受けを設ける。

Ｄ メラミン化粧合板

11．非常用進入口には消防隊進入ﾏｰｸを取り付ける。

37．建具寸法は、ﾀｲﾙ張り、石張り、乾式外壁材等の割付により現場に

・　床バリアフリー仕様

Ｅ ビニールクロス

12．排煙窓は特記無き限り45度以上開口とする。

　　て再度調整する。

13．排煙用ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ、ｸﾚｾﾝﾄ類はFL+1.5ｍ以内に取り付ける。

38．同一形式の建具を多数作成する場合は、あらかじめ実物見本を製

ガラスの種類と記号

　　作して検査を受ける。

14．ＡＴ，ＳＡＴの扉はグラスウール又はロックウール充填とする。

床見切：SUS304　
             FB6×15

39．周囲充填ﾓﾙﾀﾙに用いる防水材に凍結防止対策等で、強ｱﾙｶﾘ性を有

15．水切りの継ぎ目の位置は、外壁下地の縦目地に合わせる。

(床仕上異種取合
           の場合のみ)

略号 種類 略号 種類

　　する物を使用してはならない。

〈床仕上異種取合部〉

16．暗室ドアは完全暗室仕様とする

ＦＬ フロートガラス ＧＢ ガラスブロック

17．換気扇のある諸室の建具は特記無き限り、ｱﾝﾀﾞｰｶｯﾄとする。

ＦＧ 型板ガラス WG-B 網入スリ板ガラス

18．収納等の扉については、特記無き限り塩ビ製換気口付とする。

ＷＧ 網入ガラス 線入 線入ガラス

19．親子両開き防火戸（常時閉鎖）は、順位調整器付とする。

WG-P 網入磨きガラス 線型 線入型板ガラス

20．特記無き限りマンション居室部分サッシは、ｴｱｰﾌﾞﾚｽ付とする。

WG-F 網入型板ガラス 熱吸網 熱線吸収網入ガラス

21．シャッターのまぐさ、レールは SUS 304製とする。

ＨＧ 熱線吸収ガラス 高熱反 高性能熱線反射ガラス

22．カラーサッシは、ビス共電解着色したものを使用の事。

合わせ 合わせガラスHG-C 熱線反射ガラス

23．エントランスドア H=2,500以上は、ダブルシリンダ－とする事。

ＸＳＧ Ｘ線遮蔽ガラスＰＧ ペアガラス

ＨＰＧ 高遮熱断熱Low-EペアグラスＴＧ 強化ガラス

26．シャッターの下端は、保護ゴムを付ける事。

ＭＣＧ 金属膜コートガラスSG-B すりガラス

27．建具施工図作成の際、ガラスの耐風圧の計算書を提出する事。

ＴＴＧ 耐熱強化ガラス A 空気層

28．耐風方立、及び自動ドアのレール部分は、水抜き穴を設ける事。

ダイノックシート
ベルビアンシート 化粧塩ビシートＦ

Ｇ 本鳥の子紙

記号 開閉装置

丁番＋ドアチェック

丁番

フロアーヒンジ

オートヒンジ

ピポットヒンジ＋ドアチェック

専用ヒンジ

記号 記号

記号

錠

空錠

ホテル錠

表示錠

カマ錠

分電盤錠

クレセント

カムラッチハンドル

引き戸錠

グレモン錠

取手

レバーハンドル

握玉

押棒

押板

ケースハンドル

堀込引手

ツマミ・取手

締まりハンドル

開閉装置

オペレーター（埋込）

オペレーター（露出）

オペレーター（ワンタッチ）

アミ戸

自動ﾄﾞｱ部品一式

ウオーターキー

調整器

順位調整機

フランス落し

ローラーキャッチ

突出しアーム

ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠

ｸﾚｾﾝﾄ（二重ﾛｯｸ）

ｼﾘﾝﾀﾞｰ＋ｻﾑﾀｰﾝ

ＳＤ

１

25

電解着色による陽極酸化被膜（　　　　　）

付属金物記号

G 戸車　及び　レール

３ ４

10

10 10

15

※

10

※ H

15 W

M シリンダー錠+空錠

I グレモンハンドル

J グレモンハンドル(着脱式)

K 引き手

木製建具枠標準詳細図

15

25

5

15 2515

40
60

SW 鋼製窓

WF 木製三方枠

調整中

2025.03.17 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号

工事名

赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の

エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事
建具特記仕様書 A6-01A1:NS

A3:NS



2025.03.17 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号

工事名

赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の

エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事
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太陽光パネル◯採光補正係数算定方法 ◯採光補正係数算定方法

延焼の恐れのある部分 防火・不燃区画

太陽光パネルのある部分は右記の図のようにDとHを算定することする

・執務室1-1 (別館と対向する部分)
D1/H1 = (52400 - 1840 - 575) / 7896 × 10 - 1.0 = 62.304...
D2/H2 = 5500 / (9150 - 2570.5) × 10 - 1.0 = 7.359...→3.0

・執務室1-1(上記以外)
D/H = (52400 - 1840 - 575) / 7896 × 10 - 1.0 = 62.304...→3.0

・会議室1-1
D/H = (10000-1840-575) / 7896 × 10 - 1.0 = 8.606...→3.0

・会議室1-2
D/H = 10100 / 9520 × 10 - 1.0 = 9.609... →3.0

・図書スペース
D/H = 40000 / 9520 × 10 - 1.0 = 41.016...→3.0

・放送室
D/H = 40000 / 5576 × 10 - 1.0 = 70.736...→3.0 

・村民相談室
開口部が道に面さず、風除室との水平距離が4m未満である→0

太陽光パネルのある部分は左記の図のようにDとHを算定することする

・執務室2-1 (別館と対向する部分)
D1/H1 = (52400 - 1840 - 575) / 4420 × 10 - 1.0 = 112.088...
D2/H2 = 5500 / (9150 - 6046.5) × 10 - 1.0 = 16.721...→3.0

・執務室2-1(上記以外)
D/H = (52400 - 1840 - 575) / 4420 × 10 - 1.0 = 112.088...→3.0

・村長・応接室
D/H = 40000 / 2146 × 10 - 1.0 = 185.393...→3.0

・会議室2-1
D/H = (52400 - 1840 - 575) / 2146 × 10 - 1.0 = 231.921... →3.0

・議場 (南)
D/H = (52400 - 1840 - 575) / 4420 × 10 - 1.0 = 112.088...→3.0
・議場 (北)
D/H = 40000 / 4700 × 10 - 1.0 = 84.106...→3.0

・議会事務局
D/H = 40000 / 2146 × 10 - 1.0 = 185.393...→3.0 

・倉庫兼相談室
D1/H1 = (52400 - 1840 - 575) / 4420 × 10 - 1.0 = 112.088...
D2/H2 = 5500 / (9150 - 6046.5) × 10 - 1.0 = 16.721...→3.0



2025.03.17 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号

工事名

赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の

エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事

101

AW
アルミサッシ 4

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

A

-

電着

-

FL+1740の位置に錠取付

-

本館　執務室1-1

H

使用場所

開閉装置

枠形状

ガラス

付属金物他

ガラリ

枠見込み
（扉厚）

錠 取手

沓摺符号

仕上げ

備考

姿図

符号・名称・性能・数量

使用場所

開閉装置

枠形状

ガラス

付属金物他

ガラリ

枠見込み
（扉厚）

錠 取手

沓摺符号

仕上げ

備考

姿図

符号・名称・性能・数量

使用場所

開閉装置

枠形状

ガラス

付属金物他

ガラリ

枠見込み
（扉厚）

錠 取手

沓摺符号

仕上げ

備考

姿図

符号・名称・性能・数量
102

AW
アルミサッシ 2

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

-

-

電着

-

アルミ樹脂複合サッシ

-

本館　階段室1-1・2-1

-

103

AW
アルミサッシ 3

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

F

-

電着

-

アルミ樹脂複合サッシ

-

本館　会議室1-1 図書スペース

H

104

AW
アルミサッシ 1

-

アルミ樹脂複合サッシ

本館　会議室1-2

-

106

AW
アルミサッシ 1

-

アルミ樹脂複合サッシ

本館　階段室1-2

202

AW
アルミサッシ 2

-

アルミ樹脂複合サッシ

本館　議場

203

AW
アルミサッシ 4

本館　議場

-

アルミ樹脂複合サッシ

204

AW
アルミサッシ 1

本館　階段室2-2

-

アルミ樹脂複合サッシ

B - G

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

F

-

電着-

HG

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

A

-

電着-

-B

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

F

-

電着-

HB+G

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

F

-

電着-

HG

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

A

-

電着-

-B

205

AW
アルミサッシ 1

-

アルミ樹脂複合サッシ

本館　給湯室2-1

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

F

-

電着-

HG

108

AW
アルミサッシ 4

本館　MWC1-1・2-1 WWC1-1・2-1

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

A

-

電着

-

開き勝手は平面図図示による

-

HB

301

AW
アルミサッシ 2

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

A

-

電着

-

-

本館階段室3-2,4-2

HB

110

AW
アルミサッシ 1

※

FL6

100(※)

A

-

電着

-

-

-

別館 ロッカー室

HB

750 80 1200 80 1200 80 750

4140

1
3
0
0

9
4
0

4
0
0

アルミパネル+VC アルミパネル+VC

1
4
5
0

1
5
0
0

2
1
0
0

1
2
0

以上、告示より排煙有効

4
5
0

600

6
0
0

▼垂れ壁下端

975 80 975

4140

1
7
0
0

9
4
0

975 80 975 80 1500 80 690 80 1500

1
6
6
0

9
0
0

3850

1
6
6
0

9
0
0

1680 168080

3440

635

1
4
8
0

8
0
0

1
2
0

7
5
0

600

6
0
0

1
7
0
0

7
4
0

1600

500

1
2
0
0

1
0
7
0

6
4
0

2
0
0
0

1
5
8
0

63580

635 63580

1
0
7
0

9
0
0

1
1
0
0

600

1
2
5
0

1500

209

AW
アルミサッシ 5

-

FL+1470の位置に錠取付

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

A

-

電着-

HB

7
4
0

750 80 1200 80 1200 80 750

4140

1
3
0
0

4
0
0

アルミパネル+VC アルミパネル+VC

▼垂れ壁下端

5
4
0

1
9
0
0

本館 執務室2-1

既存AW-3、開き勝手は平面図図示による

101

AD
自動ドア 1

-

本館　風除室1-1

102

AD
自動ドア 1

-

-

本館　廊下1-1

2
6
8
0

※

FL10

※

-

※

電着-

A※

※

FL10

※

-

※

電着-

-※

101

AG
アルミガラリ 1

-

防火ダンパー付

別館　電気室

※

-

※

-

※

-アルミ

--

7
5
0

1
2
5
0

1500

2
0
0

3266

6
0
0

4220
1030 1080 1080 1030

2
0
0

2
4
4
0

FIX FIX

114

AW
アルミサッシ 1

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

A

-

電着

-

FL+1590の位置に錠取付

-

本館　放送室 WWC1-1

HB

750 80 1200 80 1200 80 750

4140

1
3
0
0

9
4
0

アルミパネル+VC

▼垂れ壁下端

6
4
0

2
0
0
0

4
0
0

1
7
0
0

アルミ樹脂複合サッシ

115

AW
アルミサッシ

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

F

-

電着

-

アルミ樹脂複合サッシ

-

本館　会議室1-1

HG

710 80 690 80 1500

1
6
6
0

9
0
0

3850

アルミパネル+VC

80710

3
7
0

1
2
9
0

FIX

アルミサッシ 1

本館　廊下1-1

-

アルミ樹脂複合サッシ

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

A

-

電着-

-B

116

AW

4120

970 80 970 80 970 80 970

4
0
0

1
2
0

2
1
2
0

FIX FIX FIX FIX

アルミパネル+VC アルミパネル+VC

2
6
4
0

アルミサッシ 1

本館　廊下1-1

-

アルミ樹脂複合サッシ

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

A

-

電着-

-B

117

AW

4120

970 80 970 80 970 80 970

4
0
0

1
2
0

2
1
2
0

FIX FIX FIX FIX

FIX

アルミパネル+VC

210

AW
アルミサッシ 3

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

A

-

電着

-

FL+1390の位置に錠取付

-

本館　廊下2-1 村長・応接室 MWC2-1

HB

750 80 1200 80 1200 80 750

4140

1
3
0
0

7
4
0

アルミパネル+VC

▼垂れ壁下端

5
4
0

1
9
0
0

4
0
0

1
7
0
0

アルミ樹脂複合サッシ

304

AW
アルミサッシ 2

本館　階段室2-2

-

アルミ樹脂複合サッシ

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

A

-

電着-

-B

600

6
0
0

アルミ樹脂複合サッシ アルミ樹脂複合サッシ

アルミ樹脂複合サッシ

1

寸法は建具詳細図を正とする
アルミ樹脂複合サッシ

建具表(1) A6-03A1:1/50
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※製品仕様に準ずる45分間防火設備は令和元年国交省告示第193号第一第13項の仕様による。
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B - G

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

F

-

電着-

HG

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

A

-

電着-

-B

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

F

-

電着-

HB+G

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

F

-

電着-

HG

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

A

-

電着-

-B

205

AW
アルミサッシ 1

-

アルミ樹脂複合サッシ

本館　給湯室2-1

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

F

-

電着-

HG

108

AW
アルミサッシ 4

本館　MWC1-1・2-1 WWC1-1・2-1

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

A

-

電着

-

開き勝手は平面図図示による

-

HB

301

AW
アルミサッシ 2

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

A

-

電着

-

-

本館階段室3-2,4-2

HB

110

AW
アルミサッシ 1

※

FL6

100(※)

A

-

電着

-

-

-

別館 ロッカー室

HB

750 80 1200 80 1200 80 750

4140

1
3
0
0

9
4
0

4
0
0

アルミパネル+VC アルミパネル+VC

1
4
5
0

1
5
0
0

2
1
0
0

1
2
0

以上、告示より排煙有効

4
5
0

600

6
0
0

▼垂れ壁下端

975 80 975

4140

1
7
0
0

9
4
0

975 80 975 80 1500 80 690 80 1500

1
6
6
0

9
0
0

3850

1
6
6
0

9
0
0

1680 168080

3440

635

1
4
8
0

8
0
0

1
2
0

7
5
0

600

6
0
0

1
7
0
0

7
4
0

1600

500

1
2
0
0

1
0
7
0

6
4
0

2
0
0
0

1
5
8
0

63580

635 63580

1
0
7
0

9
0
0

1
1
0
0

600

1
2
5
0

1500

209

AW
アルミサッシ 5

-

FL+1470の位置に錠取付

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

A

-

電着-

HB

7
4
0

750 80 1200 80 1200 80 750

4140

1
3
0
0

4
0
0

アルミパネル+VC アルミパネル+VC

▼垂れ壁下端

5
4
0

1
9
0
0

本館 執務室2-1

既存AW-3、開き勝手は平面図図示による

101

AD
自動ドア 1

-

本館　風除室1-1

102

AD
自動ドア 1

-

-

本館　廊下1-1

2
6
8
0

※

FL10

※

-

※

電着-

A※

※

FL10

※

-

※

電着-

-※

101

AG
アルミガラリ 1

-

防火ダンパー付

別館　電気室

※

-

※

-

※

-アルミ

--

7
5
0

1
2
5
0

1500

2
0
0

3266

6
0
0

4220
1030 1080 1080 1030

2
0
0

2
4
4
0

FIX FIX

114

AW
アルミサッシ 1

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

A

-

電着

-

FL+1590の位置に錠取付

-

本館　放送室 WWC1-1

HB

750 80 1200 80 1200 80 750

4140

1
3
0
0

9
4
0

アルミパネル+VC

▼垂れ壁下端

6
4
0

2
0
0
0

4
0
0

1
7
0
0

アルミ樹脂複合サッシ

115

AW
アルミサッシ

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

F

-

電着

-

アルミ樹脂複合サッシ

-

本館　会議室1-1

HG

710 80 690 80 1500

1
6
6
0

9
0
0

3850

アルミパネル+VC

80710

3
7
0

1
2
9
0

FIX

アルミサッシ 1

本館　廊下1-1

-

アルミ樹脂複合サッシ

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

A

-

電着-

-B

116

AW

4120

970 80 970 80 970 80 970

4
0
0

1
2
0

2
1
2
0

FIX FIX FIX FIX

アルミパネル+VC アルミパネル+VC

2
6
4
0

アルミサッシ 1

本館　廊下1-1

-

アルミ樹脂複合サッシ

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

A

-

電着-

-B

117

AW

4120

970 80 970 80 970 80 970

4
0
0

1
2
0

2
1
2
0

FIX FIX FIX FIX

FIX

アルミパネル+VC

210

AW
アルミサッシ 3

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

A

-

電着

-

FL+1390の位置に錠取付

-

本館　廊下2-1 村長・応接室 MWC2-1

HB

750 80 1200 80 1200 80 750

4140

1
3
0
0

7
4
0

アルミパネル+VC

▼垂れ壁下端

5
4
0

1
9
0
0

4
0
0

1
7
0
0

アルミ樹脂複合サッシ

304

AW
アルミサッシ 2

本館　階段室2-2

-

アルミ樹脂複合サッシ

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

A

-

電着-

-B

600

6
0
0

アルミ樹脂複合サッシ アルミ樹脂複合サッシ

アルミ樹脂複合サッシ

1

寸法は建具詳細図を正とする
アルミ樹脂複合サッシ

使用場所

開閉装置

枠形状

ガラス

付属金物他

ガラリ

枠見込み
（扉厚）

錠 取手

沓摺符号

仕上げ

備考

姿図

符号・名称・性能・数量

使用場所

開閉装置

枠形状

ガラス

付属金物他

ガラリ

枠見込み
（扉厚）

錠 取手

沓摺符号

仕上げ

備考

姿図

符号・名称・性能・数量

201

SSD
片開戸 1

-

既存そのまま

本館　議場

102

SD
1

-

既存のまま

本館　耐火書庫

常閉防火戸 特
104

SD
1

-

-

本館　給湯室1-1

両開戸
105

SD
2

B

-

130(40)

A

K

SOP

ラッチ

45分間防火設備 / 建設省告示第1369号

-

別館　連絡通路

B

常閉防火戸
107

SD
1

-

45分間防火設備 / 建設省告示第1369号

別館　階段室1-3

常閉防火戸
108

SD
1

-

別館　機械室

両開戸

111
1

-

-

別館　屋内駐車場

片開戸
202

SD
1

-

S46告示2563号仕様

本館　議場

両開戸

2
0
0
0

800

2
0
0
0

2
0
0
0

B

-

130(40)

A

 K

SOP-

BA

-

-

-(-)

-

-

--

--

-

-

-(-)

-

-

--

-- A

B

-

130(40)

A

K

SOP-

BA

-

B

-

130(40)

A

K

SOP-

AB

A

-

130(40)

A

J

SOPS2

BB

B

-

130(40)

D

K

SOP-

BA

2
0
0
0

800

2
0
0
0

1540

特

103

SW
スチールサッシ 4

-

45分間防火設備

別館　連絡通路

※

熱6+A8+Low-E6

100(※)

F

-

電着-

HG

101

SS
6

-

-

別館　屋内駐車場

軽量シャッター

※

-

※ ※

SOP-

※※※

109

SD
1

-

45分間防火設備 / 建設省告示第1369号

別館　風除室1-2

片開戸

A

-

130(40)

A

J

SOPS2

-B

900

2
0
0
0

800

700

1
5
0

1
9
5
0

1600

988.5

2
0
0
0

2
5
0
0

2693

3
6
0

750

2
0
0
0

2
0
0
0

6
2
0

1
8
5
0

2150

使用場所

開閉装置

枠形状

ガラス

付属金物他

ガラリ

枠見込み
（扉厚）

錠 取手

沓摺符号

仕上げ

備考

姿図

符号・名称・性能・数量

1400≦2500

700

1090 1060

400

2
0
0
0

1150

750

112

SD
1親子戸

-

別館 電気室

-

B

-

130(40)

A

K

SOP-

AB

113

SD
1

-

別館　電気室

両開戸

2
0
0
0

-

B

-

130(40)

A

K

SOP-

AB

1540

防

350

2
5
0
0

1050

700

114

SD
1親子戸

-

別館 ポンプ室

-

B

-

130(40)

A

K

SOP-

AB

防 特防

105

SW
スチールサッシ 1

-

大臣認定(縦滑出窓部：EA-9108/FIX窓部：EA-0283)

本館　給湯室1-1

※

TTG8

100(※)

F

-

電着-

HG

1
3
0
0

9
4
0

760

スチールパネル+VC

4
0
0

FIX

1600

760

209

SW
スチールサッシ 4

FL+1390の位置に錠取付

※

TTG8

100(※)

A

-

電着-

HB

7
4
0

950 80 1000 80 1000 80 950

4140

1
3
0
0

4
0
0

スチールパネル+VC スチールパネル+VC

▼垂れ壁下端

5
4
0

1
9
0
0

本館 倉庫2-1 会議室2-1

201

SG
スチールガラリ 1

-

45分間防火設備/国交省告示1369号仕様　
ボックス板厚1.6mm以上

別館　階段室2-3

※

-

※

-

※

-スチール

--

5
6
0

700

1400

700

80

スチールドア 1

PH1階　階段室

-

既存そのまま

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

A

-

電着-

-B

301

SD

1700
850

2
0
3
0

850

スチールドア 2

PH1階/PH2階　階段室

-

既存そのまま

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

A

-

電着-

-B

302

SD

1275

2
0
3
0

防
45

1700

6
0

2
0
0
0

2
0
6
0

特
112

SW
スチールサッシ 2

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

A

-

電着

FL+1740の位置に錠取付

-

本館　執務室1-1

HB

750 80 1200 80 1200 80 750

4140

1
3
0
0

9
4
0

4
0
0

スチールパネル+VC スチールパネル+VC

▼垂れ壁下端

6
4
0

2
0
0
0

防
45

防
45

106

SW
スチールサッシ 1

-

本館　給湯室1-1

※

TTG8

100(※)

F

-

電着-

HG

9
0
0

9
4
0

760

スチールパネル+VC

8
0
0

FIX

1600

76080

防
45

防
45

※周囲が不燃材料で造られた開口部に取り付け
られること。
※枠と接する部分は隙間が生じない構造とする
こと。
※取付金物は閉鎖した際に露出しないよう取り
付けること。

防
45

防
45

防
45

2
0
0
0
≦

2
5
0
0

SD

750

スチールパネル部：建設省告示第1369号仕様
大臣認定(縦滑出窓部：EA-9108/FIX窓部：EA-0283)

スチールパネル部：建設省告示第1369号仕様
大臣認定(FIX部：EA-0283)

スチールパネル部：建設省告示第1369号仕様
大臣認定(縦滑出窓部：EA-9108/FIX窓部：EA-0283)

スチールパネル部：建設省告示第1369号仕様

建具表(2) A6-04A1:1/50
A3:1/100

※製品仕様に準ずる45分間防火設備は令和元年国交省告示第193号第一第13項の仕様による。



2025.03.17 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号

工事名

赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の

エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事

使用場所

開閉装置

枠形状

ガラス

付属金物他

ガラリ

枠見込み
（扉厚）

錠 取手

沓摺符号

仕上げ

備考

姿図

符号・名称・性能・数量

使用場所

開閉装置

枠形状

ガラス

付属金物他

ガラリ

枠見込み
（扉厚）

錠 取手

沓摺符号

仕上げ

備考

姿図

符号・名称・性能・数量

201

SSD
片開戸 1

-

既存そのまま

本館　議場

102

SD
1

-

既存のまま

本館　耐火書庫

常閉防火戸 特
104

SD
1

-

-

本館　給湯室1-1

両開戸
105

SD
2

B

-

130(40)

A

K

SOP

ラッチ

45分間防火設備 / 建設省告示第1369号

-

別館　連絡通路

B

常閉防火戸
107

SD
1

-

45分間防火設備 / 建設省告示第1369号

別館　階段室1-3

常閉防火戸
108

SD
1

-

別館　機械室

両開戸

111
1

-

-

別館　屋内駐車場

片開戸
202

SD
1

-

S46告示2563号仕様

本館　議場

両開戸

2
0
0
0

800

2
0
0
0

2
0
0
0

B

-

130(40)

A

 K

SOP-

BA

-

-

-(-)

-

-

--

--

-

-

-(-)

-

-

--

-- A

B

-

130(40)

A

K

SOP-

BA

-

B

-

130(40)

A

K

SOP-

AB

A

-

130(40)

A

J

SOPS2

BB

B

-

130(40)

D

K

SOP-

BA

2
0
0
0

800

2
0
0
0

1540

特

103

SW
スチールサッシ 4

-

45分間防火設備

別館　連絡通路

※

熱6+A8+Low-E6

100(※)

F

-

電着-

HG

101

SS
6

-

-

別館　屋内駐車場

軽量シャッター

※

-

※ ※

SOP-

※※※

109

SD
1

-

45分間防火設備 / 建設省告示第1369号

別館　風除室1-2

片開戸

A

-

130(40)

A

J

SOPS2

-B

900

2
0
0
0

800

700

1
5
0

1
9
5
0

1600

988.5

2
0
0
0

2
5
0
0

2693

3
6
0

750

2
0
0
0

2
0
0
0

6
2
0

1
8
5
0

2150

使用場所

開閉装置

枠形状

ガラス

付属金物他

ガラリ

枠見込み
（扉厚）

錠 取手

沓摺符号

仕上げ

備考

姿図

符号・名称・性能・数量

1400≦2500

700

1090 1060

400

2
0
0
0

1150

750

112

SD
1親子戸

-

別館 電気室

-

B

-

130(40)

A

K

SOP-

AB

113

SD
1

-

別館　電気室

両開戸

2
0
0
0

-

B

-

130(40)

A

K

SOP-

AB

1540

防

350

2
5
0
0

1050

700

114

SD
1親子戸

-

別館 ポンプ室

-

B

-

130(40)

A

K

SOP-

AB

防 特防

105

SW
スチールサッシ 1

-

大臣認定(縦滑出窓部：EA-9108/FIX窓部：EA-0283)

本館　給湯室1-1

※

TTG8

100(※)

F

-

電着-

HG

1
3
0
0

9
4
0

760

スチールパネル+VC

4
0
0

FIX

1600

760

209

SW
スチールサッシ 4

FL+1390の位置に錠取付

※

TTG8

100(※)

A

-

電着-

HB

7
4
0

950 80 1000 80 1000 80 950

4140

1
3
0
0

4
0
0

スチールパネル+VC スチールパネル+VC

▼垂れ壁下端

5
4
0

1
9
0
0

本館 倉庫2-1 会議室2-1

201

SG
スチールガラリ 1

-

45分間防火設備/国交省告示1369号仕様　
ボックス板厚1.6mm以上

別館　階段室2-3

※

-

※

-

※

-スチール

--

5
6
0

700

1400

700

80

スチールドア 1

PH1階　階段室

-

既存そのまま

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

A

-

電着-

-B

301

SD

1700
850

2
0
3
0

850

スチールドア 2

PH1階/PH2階　階段室

-

既存そのまま

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

A

-

電着-

-B

302

SD

1275

2
0
3
0

防
45

1700

6
0

2
0
0
0

2
0
6
0

特
112

SW
スチールサッシ 2

※

FL6+A8+Low-E

100(※)

A

-

電着

FL+1740の位置に錠取付

-

本館　執務室1-1

HB

750 80 1200 80 1200 80 750

4140

1
3
0
0

9
4
0

4
0
0

スチールパネル+VC スチールパネル+VC

▼垂れ壁下端

6
4
0

2
0
0
0

防
45

防
45

106

SW
スチールサッシ 1

-

本館　給湯室1-1

※

TTG8

100(※)

F

-

電着-

HG

9
0
0

9
4
0

760

スチールパネル+VC

8
0
0

FIX

1600

76080

防
45

防
45

※周囲が不燃材料で造られた開口部に取り付け
られること。
※枠と接する部分は隙間が生じない構造とする
こと。
※取付金物は閉鎖した際に露出しないよう取り
付けること。

防
45

防
45

防
45

2
0
0
0
≦

2
5
0
0

SD

750

スチールパネル部：建設省告示第1369号仕様
大臣認定(縦滑出窓部：EA-9108/FIX窓部：EA-0283)

スチールパネル部：建設省告示第1369号仕様
大臣認定(FIX部：EA-0283)

スチールパネル部：建設省告示第1369号仕様
大臣認定(縦滑出窓部：EA-9108/FIX窓部：EA-0283)

スチールパネル部：建設省告示第1369号仕様

118

WD
4

A

-

130(40)

-

J

OS

-

-

S2

G

点検口
120

WD
1

-

-

本館　廊下1-2

両開戸

使用場所

開閉装置

枠形状

ガラス

付属金物他

ガラリ

枠見込み
（扉厚）

錠 取手

沓摺符号

仕上げ

備考

姿図

符号・名称・性能・数量

使用場所

開閉装置

枠形状

ガラス

付属金物他

ガラリ

枠見込み
（扉厚）

錠 取手

沓摺符号

仕上げ

備考

姿図

符号・名称・性能・数量

使用場所

開閉装置

枠形状

ガラス

付属金物他

ガラリ

枠見込み
（扉厚）

錠 取手

沓摺符号

仕上げ

備考

姿図

符号・名称・性能・数量
101

WD
1

-

-

本館　村民相談室

片引戸
102

WD
1

本館　放送室

片引戸
103

WD
1

-

-

本館　給湯室1-1

片開戸
104

WD
1

-

-

本館　出納課

片開戸
105

WD
1

-

-

本館　図書スペース

両開戸
108

WD
1

-

-

本館　会議室倉庫1-1

引込戸
109

WD
1

-

-

本館　会議室倉庫1-1

片込戸
110

WD
2

-

GW充填

本館　会議室1-1、1-2

片開戸

114

WD
1

-

-

別館　ロッカー室

親子戸
115

WD
1

-

-

別館　ロッカー室

片開戸
201

WD
1

-

-

本館　村長・応接室

親子戸
202

WD
4

-

-

本館　倉庫兼相談室、村長・応接室
議会事務局、会議室2-1

片開戸

204

WD
1

-

-

本館　倉庫2-1

親子戸
208

WD
1

-

-

別館　倉庫2-3

親子戸
101

WW
1

-

窓口用穴あけ 1カ所(部分詳細図参照)

本館　出納課

木製サッシ

1700

6
0

2
0
0
0

2
0
6
0

1000

2
0
0
0

900100

1000

2
0
0
0

900100

2
0
0
0

800

1000

2
0
0
0

900100

1000

2
0
0
0

900100

1540

5
0
0

2
0
0
0

900300

1200

900

2
3
2
2
.
5

900

2
0
0
0

300900

1200

2
0
0
0

B

-

-

-(-)

-

-

--

--

E

-

130(36)

K

I

OS-

KG

-

-

E

-

130(36)

K

I

OS-

KG

-

-

-(-)

-

-

--

--

A

-

130(36)

A

I

OS-

BA

A

-

130(36)

A

I

OS-

BA

E

-

130(36) -

OS-

FKG

E

-

130(36) -

OS-

FKG

A

-

130(36) J

OS-

ABB

A

-

130(36) J

OS-

ABA

A

-

130(36) J

OS-

ABB

A

-

130(36) J

OS-

ABA

A

-

130(36) J

OS-

ABA

A

-

130(36) J

SOP-

ABA

A

-

130(36) J

OS-

AAA

D

FG-4

130(-) -

OS-

---

1540

2
0
0
0

5
7
5

1000

2
0
0
0

900100

1000

2
0
0
0

900100

2
0
0
0

800

2
0
0
0

900300

1200

116

WD
1片引戸

-

-

別館　風除室1-2

A

-

130(36) J

OS-

A電気錠B

2
0
0
0

900100

2
0
0
0

600

2
3
2
0

1540

2
0
0
0

5
7
5

1000

2
0
0
0

900100

1000

2
0
0
0

900100

2
0
0
0

800

2
0
0
0

800

900300

1200

7
2
0

1
3
3
0

1
5
0

3
7
0

1420 60 1440 60 1420

1000

本館　PS1-1 PS2-1

119

WD
片引戸 1

E

FG-4

130(40)

K

I

SOP

-

-

-

E

本館　HWC1-1

221

WD
片引戸 1

-

-

本館　HWC2-1

1000

2
0
0
0

900100

FG-4 200×800
(乳白フィルム貼り)

1000

2
0
0
0

900100

FG-4 200×800
(乳白フィルム貼り)

G

E

FG-4

130(40)

K

I

SOP-

EG

2
0
0
0

90°

WD201 WD202

201

PT

-

FG-4 乳白フィルム貼

-

-

-

OS-

本館　村長・応接室

--

1木製パーティション

1
5
0
0

900640

900

300

900

2
0
0
0

300

※村長室はH=2322.5
※開き勝手は平面図正とする

7
4
0

1
5
8
2
.
5

10501050105090010501050105010501200493129413331243

建具表(3) A6-05A1:1/50
A3:1/100

※製品仕様に準ずる45分間防火設備は令和元年国交省告示第193号第一第13項の仕様による。



2025.03.17 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号

工事名

赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の

エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事

使用場所

開閉装置

枠形状

ガラス

付属金物他

ガラリ

枠見込み
（扉厚）

錠 取手

沓摺符号

仕上げ

備考

姿図

符号・名称・性能・数量
101

ACW
カーテンウォール 1

本館　風除室1-1

使用場所

開閉装置

枠形状

ガラス

付属金物他

ガラリ

枠見込み
（扉厚）

錠 取手

沓摺符号

仕上げ

備考

姿図

符号・名称・性能・数量

使用場所

開閉装置

枠形状

ガラス

付属金物他

ガラリ

枠見込み
（扉厚）

錠 取手

沓摺符号

仕上げ

備考

姿図

符号・名称・性能・数量

101

ACW
カーテンウォール

本館　風除室1-1

1250 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 1250 1145 〃 〃 〃 〃 1145 1250 〃 〃

1250

9
0
0

2
5
8
0

3
4
8
0

9
0
0

2
5
8
0

3
4
8
0

165°150°150°150°150°150°165°

1227.5 1358 2000 1358 1227.5 1250

90°

90°

45 44.5 75 75 45 45

AD101

---

電着-

-

---

-

寸法は建具詳細図を正とする

- -

- - -

※ - 電着

-

※

605 6053266

寸法は建具詳細図を正とする

建具表(4) A6-06A1:1/50
A3:1/100

※製品仕様に準ずる45分間防火設備は令和元年国交省告示第193号第一第13項の仕様による。



2025.03.17 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号

工事名

赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の

エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事
部分詳細図(1) A7-01図示

F-1

特記
1.
2.
3.

F-2

特記
1.
2.
3.

F-5

特記
1.
2.
3.

F-6

特記
1.
2.
3.

特記
1.
2.
3.

一般床A 一般床B

一般床E 一般床F

既存床の上
(新設)
フローリングt12
構造用合板t24
スタイロフォーム

1
2

2
4

1
0
0

▼既存FL

既存床の上
(新設)
ビニル床シートt3
構造用合板t24
スタイロフォーム

3
2
4

1
0
0

▼既存FL

特記
1.
2.
3.

特記
1.フローリング仕上も同様とする
2.
3.

特記
1.
2.
3.

断面図 1/20 断面図 1/20

特記
1.極細目地　ステンレス製フロアーハッチモルタル用(中部コーポレーション)MS-GH-M450 同等品
2.
3.

F-3 F-4一般床C 一般床D

▼既存FL

表面強化剤
コンクリート金ゴテ押えt200

2
0
0 ▼既存FL

既存床仕上撤去の上
(新設)
タイルカーペットt9
構造用合板t24
木下地

2
4
9

5
0

5
0

断面図 1/20 断面図 1/20

特記
1.
2.
3.

2
0
1
2

5
8

600600150

2
0
1
2

2
0
8

2
0
1
2

3
5
8

@600

2
0
1
2

2
0
8

@600

フローリングt12
パーティクルボードt20

2
0
1
2

1
5
8

鋼製二重床(低床タイプ) 直貼鋼製二重床(標準タイプ)

@600 @600 100<A≦200

鋼製二重床(低床タイプ)木製床組

F-9 二重床(議場)

G2(+410)
350*650

▼既存FL

フローリングt12
モルタルt28

2
8
1
2

断面図 1/20

F-7 一般床G F-8 床下点検口

モルタル金コテ押え
表面強化剤

5
0

△構造躯体

▼FL

誘発目地

25

ビニル床シートt3
コンクリート直均し仕上

▼FL3

構造用合板t24
ビニル床シートt3

2
4

△構造躯体

▼FL3

床下点検口

40

450

1
0
2

4
5
0

65

450

3
5

390

30

3
5

69

3442

445

39

S=1/5 S=1/20



2025.03.17 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号

工事名

赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の

エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事

C-4 天井下地

30
0

30
0

30
0

30
0

30
0

30
0

30
0

18
00

W

S

S

S

S

S

W

S

吊りボルトφ9mm鋼棒@900mm程度

クリップS

野縁

野縁受け:C-38×12×12 @900mm

150mm以内

38
19

12
.5

クリップW

吊りボルトφ9mm鋼棒@900mm程度

野縁

野縁受け:C-38×12×12 @900mm

150mm以内

19
12
.5

軽天配置(下地貼りがある場合)

壁と平行の場合 壁と直交の場合

特記
1.Wはダブル野縁、Sはシングル野縁
2.
3.

断面図 1/20

部分詳細図(2) A7-02図示

C-1

特記
1.
2.
3.

C-3

特記
1.
2.
3.

一般天井A

一般天井C

EP
PBt12.5+9.5
LGS19

1
9

1
2
.
5

9

C-6

特記
1.
2.
3.

カーテンボックス

C-7

特記
1.
2.
3.

カーテンボックス

120

8
0

アンカー:M6×45

FB-3×50 @600

1
2
0

オーク t24

1
0

▼下がり天井下端

120

8
0

吊りボルトΦ9 @900

C-5 格子天井

特記
1.
2.
3.

後志材トドマツ

1250

1
5
0
0

x

y

30

3
0

断面図 1/20

断面図 1/20
断面図 1/20

伏図 1/20

特記
1.
2.
3.

W-1 W-2 W-3一般壁A 一般壁B 一般壁C

後志産カラマツ羽目板 t12
PBt12.5
LGS65

65
12.5

12

EP
PBt12.5+9.5
LGS65

65 9.512.5

既存コンクリート壁の上
(新設)
EP
PB t=12.5+9.5
フェノールフォームt=50

120
9.5

50

断面図 1/20 断面図 1/20断面図 1/20

W-4 一般壁D

既存仕上撤去
躯体現し

断面図 1/20

特記
1.
2.
3.

特記
1.耐水PBも同様とする
2.
3.

特記
1.
2.
3.

特記
1.
2.
3.

特記
1.外壁内断熱部
2.
3.

特記
1.VP仕上も同様とする
2.
3.

特記
1.
2.
3.

W-5 W-6 W-7一般壁E 一般壁F 一般壁G

C-2 一般天井B

EP
ケイカル板t10
PBt12.5
LGS19

1
9

1
2
.
5

1
0

断面図 1/20

構造用合板t9
強化PB t21+21
EP

120
9

210.4

構造用合板t9
強化PB t21+21
透湿防水シート
金属胴縁 t15
ガルバリウム鋼板
t0.4 縦ハゼ

21
15

2121 9

断面図 1/20

120
9

2121

構造用合板t9
PB t=12.5 EP

9

構造用合板t9
強化PB t21+21
透湿防水シート
金属胴縁 t15
ガルバリウム鋼板
t0.4 縦ハゼ

2115 12.5

構造用合板t9 現し

120 9
9

構造用合板t9
強化PB t21+21
透湿防水シート
金属胴縁 t15
ガルバリウム鋼板
t0.4 縦ハゼ

212115

構造体現し　UC

2
4



2025.03.17 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号

工事名

赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の

エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事
部分詳細図(3) A7-03図示

E-1

特記
1.Sto外断熱工法　参照
2.
3.

外断熱

30020 5 100 5

2
0

1
5
0

5
3
0

350

8
0

5
4
0

(既存)
アスファルト防水
モルタルt30

既存笠木撤去の上
(新設)
笠木　アルミ押出形材(既存)

防水押え金物

防水モルタル

既存サッシ撤去の上
(新設)
アルミ樹脂複合サッシ
(low-Eペアガラス)

カーテンボックス

(既存)
JPBt9.5
クロス貼り
(新設)
PB t12.5 EP

▼RFL

断面図 1/20

330

5
0
0

4340 330
5000

(新設)
トップコート
補強メッシュ
ベースコート
EPSボード t100
アクリル樹脂系接着剤
(既存)
コンクリート打放しの上
吹付タイル

(新設)
EP
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2025.03.17 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号

工事名

赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の

エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事
部分詳細図(4) A7-04図示
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日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ
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赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の

エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事
部分詳細図(5) A7-05図示
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日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号

工事名

赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の

エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事
部分詳細図(6) A7-06図示
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日付 設計
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一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計
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赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の

エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事
部分詳細図(7) A7-07図示
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日付 設計
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一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計
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工事名

赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の

エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事
部分詳細図(8) A7-08図示
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2025.03.17 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計
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2025.03.17 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号

工事名
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設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の

エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事
サインキープラン A8-01A1:1/150

A3:1/300
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山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号
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実施設計
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エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事

サイン詳細図 A8-02図示
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ロッカー室

階段室1-3

風除室1-2

連絡通路

屋内駐車場

▼
延
焼
の
恐
れ
の
あ
る

範
囲

▼延焼の恐れのある範囲

▼道路境界線

▼
隣
地
境
界
線

▼
隣
地
境
界
線

50
00

50
00

防防

5
8
4
5

防

防

防

防火設備の各部からの範囲
防火設備の面積A=1.7×2=3.4㎡
0.9√A＝1.656...≒1.66m

防火設備の各部からの範囲
防火設備の面積A=1.45×2=2.9㎡
0.9√A＝1.53...≒1.53m

▲
隣
地
境
界
線

3
0
0
0

▼道路中心線

6.5m範囲
(上部軒・
ひさしなし)

6.5m範囲
(上部軒・
ひさしなし)

X1b X4bX3bX2b X5b

Y11b

Y10b

Y9b

Y8b

Y7b

Y6b

Y5b

Y3b

Y1b

Y2b

Y4b

X1a X2a X5a

Y1a

Y2a

Y3a

Y4a

X4aX3a X6a X7a X8a X9a X10a X11a

開口部から
自然排煙
45.00㎡

自然排煙
161.78㎡

執務室2-1+廊下2-1+
フリースペース2-1+
階段室1-1+2-1+1-2+2-2
開口部から自然排煙
331.88㎡

開口部から
自然排煙
46.58㎡

自然排煙
20.21㎡

開口部から自然排煙
33.90㎡

スパンドレル
900以上

スパンドレル
900以上

離隔距離
1,529mm≧800mm

既存のまま

50
00

50
00

議場からの歩行距離
18.29m＜50m+10m

8.13m

2.
11
m

1.29m

0.
96
m

4.
84
m

0.96m

4.
56
m

14.27m

1.
53
m

2.44m

16.11m

9.
44
m

3.51m

4.56m

事務室2-1からの歩行距離
21.48m＜50m+10m

▼
2棟

間
の
中
心
線

面積区画(本館)
(782.93-18.56)+(696.98-161.78)
=1299.57≦1500㎡

面積区画
161.78≦1500㎡

5000

議場

倉庫2-1

会議室2-1

執務室2-1

フリースペース2-1

階段2-1
廊下2-1

村長・応接室

WWC2-1

HWC2-1
MWC2-1

PS
2-1

SK2-1

階段室2-2

給湯室2-1

倉庫兼相談室

議会事務局

倉庫2-3

階段室2-3

倉庫2-2

▼
延
焼
の
恐
れ
の
あ
る

範
囲

▼延焼の恐れのある範囲

▼道路境界線

▼
隣
地
境
界
線

50
00

50
00

開口部から
自然排煙
40.00㎡

※1

※1
当該特定防火設備は
S46告示2563号仕様とすること

※1

▼道路中心線

5
0
0
0

特

特

特

特 特 特 特

1F 平面図 2F 平面図

防火区画(面積)

特定防火設備(常閉)

防火設備(45分・常閉)

延焼のおそれのある範囲

代替進入口

出入口　(令125条１項の出口は※)

自然排煙口

直通階段または屋外出口までの歩行距離

重複距離

※PS、EPSはスラブ貫通部分を不燃材料でつくり、隙間を埋める
※防煙区画にある開口部の上部垂れ壁はH=500以上とする

防火区画(告示第227号第二第三号）

特

◯m

◯m

防

N

防火区画(告示第227号第五第二号)

防煙区画（破線は垂れ壁）

防火区画スパンドレル900mm(準耐火構造)

国交省告示第228号第二号ロ(2)に該当する部分(壁・天井:下地・仕上ともに準不燃、床:下地を準不燃)

防火区画(告示第227号第六第一号)



2025.03.17 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号

工事名

赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の

エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事

関連法規 国交省告示第227号 適用範囲

外壁詳細

不燃認定番号

建築基準法 令第112条9項

建築基準法 令第112条1項

準耐火建築物(ロ-1):非該当

準耐火建築物(ロ-1):1500㎡以内ごとに防火区画間仕切にて区画

建築基準法 令第112条18項 一つの用途のため非該当

令和6年国交省告示第227号 連絡通路に面する外壁面を耐火構造不燃仕上げとする

・PB      　　　　　普通石膏ボード　　　12.5/15mm　　　NM-8619

・耐水PB            耐水石膏ボード　　　12.5mm         NM-9639

・強化PB　　　　　　強化石膏ボード　　　21mm　　　　　 NM-8615

・ケイカル板　　　　　　　　　　　　　　10mm           NM-3522

・LGS　　　　　　　 軽量鉄骨下地

・EP                                                   NM-8585

・カラマツ羽目板

・ポリッシュボード                      21m           QM-9020

・木毛セメント板　　　　　　　　　　　　20m 　　　　　NM-0236

・無機高分子リシン                                    NM-8571

耐火性能・仕様材料表

外壁 柱

建築基準法 第2条6項 隣地、道路から十分に離れているため非該当

1時間耐火

・RC造　120mm

　国交省告示　第1399号

【告示227号・その他共通】

準耐火構造(ロ準-1)、第一第一号より不燃材料で仕上げ

・RC造　150mm

　国交省告示　第195号

・モルタル　t30

　国土交通省告示　第1178号

【上記以外】耐火構造

・RC造　120mm

　国交省告示　第1399号第1第七号

【告示227号範囲】※以降第◯第◯号は告示第227号の該当箇所を表す

第五第二号イ(2)(i)より厚85mm以上のRC

かつ屋外側を不燃材料で仕上げ

・RC造　120mm

・無機高分子リシン吹付

　認定番号　NM-8571

【本館耐火壁貫通部分】

・プラシールNF-11TF

  (太平商工株式会社)同等品

　認定番号 PS060WL-0583

屋根

30分準耐火

・RC造　150mm

　国交省告示　第1358号

本館(大規模な模様替でない改修部分) 別館(増築)

建築基準法 令第112条11項 ３階以上に居室がないため非該当

その他の建築物:非該当

その他の建築物:非該当

非該当

準耐火建築物でないため非該当 14
1
5

63
3
5

35
0
0

85
0

12
1
00

▼PRF

▼PR1F

▼2F

▼1F

X11a X10a X9a X8a X7a X6a X5a X4a X3a X2a X1a

▼RF

▼2F

▼1F

第六第一号
外壁：耐火構造/不燃仕上げ
開口：45分間防火設備
(R1告示193号第一第十三号)

:第六第一号により
 耐火構造・不燃仕上げ・防火設備(45分)とする範囲

第五第二号イ(2)
外壁：耐火構造/不燃仕上げ

5
0
0
0

:第五第二号イ(2)により
 耐火構造・不燃仕上げ・特定防火設備
 とする範囲

第二第三号リ
開口：45分間防火設備(告示228号適用)

5000

7
0
0
0

5000

:第七により
 耐火構造・不燃仕上げ・特定防火設備
 とする範囲

不燃シール材

1
0
以

上

50以上

2121 65 2121

149

(既存)
モルタルt30
アスファルト防水
コンクリート打放し t150

1
5
0

(新設)
トップコート
補強メッシュ
ベースコート
EPSボード t100
アクリル樹脂系接着剤
(既存)
コンクリート打放し t120
の上吹付タイル

120

Exp.JExp.J

▼PRF

▼PR1F

▼RF

▼2F

▼1F

Y1a Y2a Y3a Y4a Y1b Y2b Y3b Y4b Y5b Y6b Y7b Y8b Y9b Y10b Y11b

Exp.J

Y1c Y2c

第二第三号ハ(2)
外壁：耐火構造/不燃仕上げ
消防別棟条件
2棟間の距離が6000以上

6000≦

5000

7
0
0
0

耐火リスト A9-04図示

(新設)
無機高分子リシン吹付
ラスモルタル
鋼製下地
(既存)
コンクリート打放し t120
の上吹付タイル

120425

本館(既存)+風除室(増築):準耐火建築物(ロ-1)

別館(増築):その他の建築物

ガルバリウム鋼板
金属胴縁 t15
透湿防水シート
強化PB t=21 2枚貼り
構造用合板 t=9
木間柱
構造用合板 t=9
強化PB t=21 2枚貼り

120212115 21 219 9

【告示227号範囲】

第六第一号より耐火構造

・金属板

　両面強化PB t=21 2枚貼り(合計42mm)

　木間柱

　国交省告示　第1399号第1第七号

屋根詳細 柱・梁詳細 床詳細 間仕切壁詳細 その他詳細

本

館

別

館

連
絡
通
路
・
風
除
室

【議場】

面積区画のため1時間準耐火構造で区画

・RC造　120mm

　国交省告示　第195号第1第二号イ

【電気室】

非常用発電機設備の燃料タンク設置のため不燃材料で仕上げ

・PB t=12.5 EP

　認定番号　NM-8585

【連絡通路】第二第三号ヘより耐火構造(70mm以上のRC)

・RC造　150mm

　国交省告示　第1399号第3第四号

【連絡通路】第二第三号チより耐火構造かつ屋外側を不燃で仕上げ

・RC造　200mm

　国交省告示　第1399号第5第一号

・モルタル　t30

　国交省告示　第1178号

【風除室】準耐火構造(ロ準-1)

第一第一号より不燃材料で仕上げ

・SRC造

　国交省告示　第1358号第5第一号イ

  (国交省告示　第1399号第5第一号)

・モルタル　t30

　国交省告示　第1178号

【告示227号範囲・その他共通】

第一第一号より不燃材料で仕上げ

・166ハゼ折半　t=0.8

　国交省告示　第1178号

【連絡通路】

第二第三号ハより

耐火構造(100mm以上のRC)

・RC造　150mm

　国交省告示　第1399号第1第四号

【風除室】耐火構造(ロ準-1)

・両面強化PB t=21 2枚貼り(合計42m)

　国交省告示　第1399号第1第七号

【連絡通路】第二第三号ロより耐火構造(70mm以上のRC)

(本館側)

・RC造　100mm

　国交省告示　第1399号第1第三号

(別館側)

・金属板

　両面強化PB t=21 2枚貼り(合計42mm)

　木間柱

　国交省告示　第1399号第1第五号ハ

【議場】

面積区画のため1時間準耐火構造で区画

・RC造　150mm

  国交省告示　第195号第3第一号

【(隣接室)本館廊下1-2 仕上げ・下地】

国交省告示228号第二号ロ(2)より

防火設備から1.7m範囲内を仕上げ・下地とも準不燃材料

(天井　仕上げ・下地)

・PB t=12.5　EP

　認定番号 NM-8619

　認定番号 NM-8585

(壁　仕上げ・下地)

・既存コンクリートブロック(GL工法) EP

　国交省告示　第1178号第1第一号

　認定番号 NM-8585

(床 下地)

・既存コンクリート 120mm

　国交省告示　第1178号第1第一号

【(隣接室)別館階段室1-3 仕上げ・下地】

国交省告示228号第二号ロ(2)より

防火設備から1.7m範囲内を仕上げ・下地とも準不燃材料

(天井)

1.7m範囲外

(壁)

・強化PB t=21

　認定番号 NM-8615

(床)

・コンクリート 150mm

　国交省告示　第1178号第1第一号

166ハゼ折半　t=0.8
タイトフレーム
アスファルトルーフィング
構造用合板t=12
通気垂木20×40
断熱材t90
透湿防水シート
構造用合板t=24

24

90

20
12

(外部)
コンクリート打放
(内部)
コンクリート打放
表面強化剤

150

(外部)
強化PB t=21 2枚貼り
の上無機高分子リシン吹付
(内部)
強化PB t=21 2枚貼り EP
LGS65

2121 65 2121

※第四より各Exp.Jには

遮炎性、遮熱性を有する耐火帯を設置すること。

2
0
0

モルタルt30

鉄骨梁

3
2
0

モルタルt30

1
5
0

ビニル床シートt=3
コンクリート直均し仕上

1
5
0

コンクリート打放
表面強化剤

100

(本館)

ガルバリウム鋼板
金属胴縁 t15
透湿防水シート
強化PB t=21 2枚貼り
構造用合板 t=9
木間柱
構造用合板 t=9
強化PB t=21 2枚貼り

120212115 21 219 9

(別館)(連絡通路)

既存RC壁

120

(議場)



2025.03.17 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号

工事名

赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の

エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事

コンセント

ＤＲ

Ｄ

Ｄ

Ｄ
Ｄ

Ｄ
Ｄ

村道中央池田線　幅8.0M

X5aX4aX3a X6a X7a X8a X9a X10a X11a

AED

カウンター席x8
(個別のコンセント必要)

（個別のデスクライト不要）

備品棚
(既存利用？)

見える化モニター
（入り口付近に変更の可能性あり）

Exp.J

自動ドア

M M

M

M

M

M

別館東側は
軒下砂利敷で浸透

別館西側は
軒下砂利敷で浸透

雨水排水管(機械)
に接続

U字溝W150

砂利敷

砂利敷

U字溝W150

M

M M M M

既設排水管
に接続

4950 4950 1100 5000 5000 5000 5000 5000 5000 5000

6
00

0
4
50
0

4
50
0

村道中央池田線　幅8.0M

X1a X2a X5a

Y1a

Y2a

Y3a

Y4a

X4aX3a X6a X7a X8a X9a X10a X11a

書架
スペース

ダム管理室

湯わかし室

出納課 耐火書庫

執務室

村長室

応接室

教育委員会

上部
既存室外機

置場

渡り
廊下

車庫物置

廊下

通用口

風除室

サーバールーム：既存利用
（NTT・地域防災）

前室

ロッカースペース 玄関

宿直室
コピー室

書庫

PS前室

便所(女) 便所(男)

車庫

放送室村民
相談室

M M

M

M

M

M

450φ 450φ 450φ

450φ

450φ

450φ

450φ

450φ

浸透枡

最終枡

公共枡に接続

M M

枡、排水管とも撤去 枡、排水管とも撤去

枡、排水管とも撤去

雨水排水計画図 A9-05A1:1/250
A3:1/500

新設撤去

N

Y4a

壁：既存仕上・下地撤去の
上
　　現し仕上げ

1
8
0

150

砂利

1
7
0

2200(西側2000)

U字溝W150

400

融雪設備(機械工事)

コンクリート舗装t150

粒度調整砕石

雨水排水マス(機械工事)

雨水排水管(機械工事)

1000 575 1000

2
5
0

150 見切材

<砂利敷部分>

<太陽光架台部分> S=1:50



2025.03.17 URリンケージ・YAP共同企業体

日付 設計

山口　陽登　/　一級建築士　第332642号

一級建築士事務所　大阪府知事登録 （ロ） 第25730号

設計段階 図面名称 縮尺 図面番号

実施設計

株式会社YAP一級建築士事務所株式会社URリンケージ

金森　稔　/　一級建築士　第290239号

一級建築士事務所　東京都知事登録  第27596号

工事名

赤井川村「ゼロカーボンビレッジAKAIGAWA」推進戦略実現に関する

設計等事業『太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等の

エネルギー構造高度化システム詳細設計業務』のうち建築工事
バリアフリー法・福祉のまちづくり条例チェック図 A10-01A1:1/250

A3:1/500
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車椅子使用者用便房

移動等円滑化経路のエレベーター

※福祉のまちづくり条例適用範囲は増築部分に係る範囲のみとする。

※廊下、階段、傾斜路、敷地内の通路の仕上げ表面は、滑りにくい仕上げ(SC
R=0.4以上)とすること。

※段鼻、傾斜路とそれ以外の部分は輝度比2.0以上、明度差5度以上とするこ
と。

※標識は日本工業規格Z8210に適合し、内容が容易に識別できるものとする。
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